
  2/25(月)
13:00～15:00

北部産業
創造センター

下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  3/12(火)
13:30～16:00

京都府産業支援
センター第１会議室取引適正化無料法律相談会

  3/18(月)
18:00～20:00

けいはんなオープン
イノベーション
センター（KICK）

第19回大学リレーセミナー

  3/  5(火)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
4号館2Fルーム2京都府よろず支援拠点 事例発表セミナー

  3/12(火)
13:30～17:30

京都大学 芝蘭会館
山内ホール

京都府京大オフィス産学連携セミナー
データサイエンスと未来～AIが拓く科学技術と産学連携～

  2/26(火)
13:00～15:00

丹後・知恵の
ものづくりパーク

下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/26(火)
13:30～16:30

京都府産業支援
センター研修室実装技術スキルアップセミナーⅡ

  2/26(火)
14:00～17:30

京都大学
宇治キャンパス

京都大学宇治キャンパス産学交流会
（化学研究所）

  2/27(水)
13:30～16:45

京都府産業支援
センター研修室マイクロ波ミリ波セミナー（第2回）

  3/15(金)
15:30～17:00

京都リサーチパーク
1号館4F

サイエンスホール
京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト
成果報告会

  3/19(火)
10:00～16:30

舞鶴商工会議所京都府北部事業継続・承継巡回相談デスク
（事前予約制）

  2/28(木)
10:00～16:30

宮津商工会議所京都府北部事業継続・承継巡回相談デスク
（事前予約制）

  2/12(火)
13:30～16:00

京都府産業支援
センター第１会議室取引適正化無料法律相談会

  2/12(火)
13:30～17:00

京都リサーチパーク
1号館4F

サイエンスホール
平成30年度
第2回ライフサイエンス・ビジネスセミナー

京都パルスプラザ京都ビジネス交流フェア2019
～ものづくり企業を丁寧に繋ぐBtoBマッチング～

2/14(木)・15(金)
10:00～17:00

  2/19(火)
13:00～17:00

けいはんなオープン
イノベーション
センター（KICK）

KICK発・スター創生事業
  2/21(木)
13:00～15:00

ガレリアかめおか下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/19(火)
13:00～15:00

久御山町商工会下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/  9(土)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
1号館4FC会議室

よろず午後茶会ミニセミナー
女性目線のSNS活用(LINE@中心)

  2/15(金)
18:00～20:00

長岡京市産業文化会館
2F第三会議室

よろず寺子屋セミナー
デジタル時代のお金さんとの付き合い方

  2/21(木)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
4号館2Fルーム1

京都府よろず支援拠点
IT活用による人手不足対策セミナー

  2/23(土)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
1号館4FB会議室

よろず午後茶会ミニセミナー
小規模企業のプロモーション④（動画）

  2/  6(水)
15:00～17:00

京都リサーチパーク
4号館2Fルーム2IoT/IoEビジネス研究会第11回例会

  2/  7(木)
13:00～16:00

ANAクラウン
プラザホテル京都2F

平安の間
成果発表・交流・販売会「京都のええもん市」

  2/  7(木)
13:30～17:00

京都府産業支援
センター研修室

化学技術セミナー（第2回）
「接着技術の最新動向」

  2/13(水)
15:00～18:00

けいはんなオープン
イノベーション
センター（KICK）

「同志社・けいはんな産学交流会（The Cutting Edge!）」
深化するアルツハイマー病研究

  2/  6(水)
13:00～15:00

南丹市
国際交流会館

下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/  5(火)
10:00～16:30

南丹市商工会京都府北部事業継続・承継巡回相談デスク
（事前予約制）

https://www.kptc.jp

http://www.kyoto-isc.jp/

https://www.ki21.jp

代表 TEL 075-315-9234　FAX 075-315-9240
北部支援センター 〒627-0004 京丹後市峰山町荒山２２５
 TEL 0772-69-3675　FAX 0772-69-3880
けいはんな支所 〒619-0294 関西文化学術研究都市（京都府 精華・西木津地区） KICK内
 TEL 0774-95-2220　FAX 0774-66-7546
KICK  TEL 0774-66-7545　FAX 0774-66-7546

代表 TEL 075-315-2811　FAX 075-315-1551
中丹技術支援室 〒623-0011 綾部市青野町西馬場下３3-１ 北部産業創造センター内
 TEL 0773-43-4340　FAX 0773-43-4341
けいはんな分室 〒619-0294 関西文化学術研究都市（京都府 精華・西木津地区） KICK内
 TEL 0774-95-5050　FAX 0774-66-7546

編集協力／為国印刷株式会社

〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４
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がんばる企業をサポートするビジネス情報誌

京都ビジネス交流フェア2019
開催案内
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固体材料分析
（構造解析・深さ方向分布測定）

京都府中小企業技術センター
協力会施設見学会報告

シリーズ“京の技”
「京都中小企業特別技術賞」
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京都ビジネス交流フェア2019 開催案内
新春賀詞交歓会開催報告
シリーズ“京の技” ― 西村陶業（株）
京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト
平成31年3月末で５年半の取組みが終了！
小規模企業者等ビジネス創造設備貸与制度のご案内
機器紹介
固体材料分析（構造解析・深さ方向分布測定）

技術センターから
食品・バイオ技術セミナー報告

金属材料の腐食・防食セミナー報告

技術トレンド
経営者にしかできない“デザイン”があります（２）

技術センターから
京都府中小企業技術センター協力会施設見学会報告

受発注あっせん情報
行事予定表

行事予定表 担当：■公益財団法人 京都産業21　■京都府中小企業技術センター
日  時 名  称 場  所

※行事については、すでに申込を締め切っている場合があります。詳しくはお問い合わせください。
※下請かけこみ寺の無料弁護士相談は都度予約が必要になります。  TEL.0120-418-618

日  時 名  称 場  所

◆北部地域人材育成事業
丹後・知恵の
ものづくりパーク生産性向上セミナー2/13（水）、20（水）、27（水）

9：3０～16：3０

京都府中小企業技術センターでは、中小企業の皆様の技術課題に対して、当センター職員による
アドバイスや情報提供等を無料で行っています。お気軽にご相談ください。
https://www.kptc.jp/p_gijutsushien/

技術相談（無料）

京都府中小企業技術センターでは、当センターや(公財)京都産業21、府関連機関等が主催する
講習会や研究会・セミナーなどの催し、助成金制度のお知らせなどをメールマガジンでお届けして
います。皆様の情報源としてぜひご活用ください。
お申し込みはこちら
https://www.kptc.jp/p_kankoubutsu/p_mandtnewsflash/

メールマガジン
「Ｍ＆Ｔ NEWS FLASH」

（無料）



1 Management & Technology for Creative Kyoto 2019.2 2Management & Technology for Creative Kyoto 2019.2

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 ものづくり支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：bpstaff@ki21.jp
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BUSINESS MATCHING
京都ビジネス交流フェア2019

BUSINESS MATCHING

ものづくり企業を丁寧に繋ぐBtoBマッチング

展示会出展企業
ものづくり企業190社20団体が一堂に展示！

京都最大級のBtoB展示商談会　開催迫る！
　2019年2月14日（木）、15日（金）の2日間にわたって、京都最大級 
のBtoB展示商談会「京都ビジネス交流フェア2019」がいよいよ開催
されます。
　今回は、京都府内の190社20団体から214小間の出展申込みがあ
り、過去最大規模で開催することになりました。
　また近年は商談数も増加傾向にあり、出展者・来場者の双方にとっ
て、課題解決に向けたビジネスパートナー探索の場として有効にご活
用いただいています。
　効率的、効果的な新規取引先開拓や、様々な情報収集の場として、
この機会をぜひご活用ください。

展示会場　コーナー配置図

https://www.ki21.jp/bp20192019年2月14日（木）-15日（金） 10：00-17：00
京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）

京都市伏見区竹田鳥羽殿町5

入場
無料

基盤技術型…基盤的な加工技術を有する企業が出展

製品開発型…自社製品を製造する企業が出展

 切削・研削 30社
株式会社アクト
イーコット株式会社
株式会社ウエダ･テクニカルエントリー
有限会社エスユー
株式会社桶谷製作所
春日製作所株式会社
株式会社カワオカ製作所
株式会社衣川製作所
株式会社木村製作所
有限会社共立機工
株式会社クリーン精光
株式会社クリスタル光学　京都工場
コアマシナリー株式会社
小西精工株式会社
株式会社山豊エンジニアリング
株式会社J・P・F
城陽富士工業株式会社
株式会社積進
太陽機械工業株式会社
大和技研工業株式会社
有限会社塚口鉄工所
長津工業株式会社
株式会社長濱製作所
株式会社ナンゴー
ヒロセ工業株式会社
株式会社吹野金型製作所
二九精密機械工業株式会社
株式会社丸山製作所
株式会社山内製作所
株式会社渡邉商事

 鋳造・鍛造 4社
株式会社朝日製作所
一志株式会社
株式会社シオノ鋳工
田中精工株式会社
 製缶・板金・プレス 15社
有限会社イシダ製作所
株式会社神村製作所
株式会社京スパ
株式会社最上インクス
株式会社新和工業
株式会社新和製作所
株式会社セイワ工業
株式会社創研社
有限会社ソウダ製作所
株式会社大栄製作所
株式会社タナカテック
株式会社月城製作所
株式会社ナガセ　関西営業所
濵田プレス工藝株式会社
株式会社和光製作所
 金型・治具 8社
株式会社OPMラボラトリー
株式会社阪村エンジニアリング
嶋田プレシジョン株式会社
株式会社ShinSei
東陽精工株式会社
プロニクス株式会社
株式会社山岡製作所
株式会社山﨑

 表面処理・熱処理・塗装 7社 
株式会社旭プレシジョン
NSK工業
株式会社黒坂塗装工業所
髙木金属株式会社
中沼アートスクリーン株式会社
株式会社プラズマイオンアシスト
美濃商事株式会社
 電気・電子機器組立 11社
株式会社京光製作所
コスモ機器株式会社
サンエー電機株式会社
株式会社サンテック
サンワ化工株式会社
JOHNAN株式会社
双和電機株式会社
株式会社テスコムジャパン
株式会社富士電工
株式会社保全工業
株式会社メカテック
 樹脂加工 6社
株式会社アクア
旭合同株式会社
オリオン株式会社
株式会社クロスエフェクト
株式会社ムラカミ
株式会社ヤマコー
 木工加工 2社
有限会社廣部機型製作所
山分物産株式会社

 ガラス・レンズ・特殊加工 3社
NNI株式会社
株式会社サンエール
株式会社東海エンジニアリングサービス
 試作 10社
宇治電器工業株式会社
一般社団法人京都試作ネット
協和精工株式会社
有限会社グッドウッドKYOTO
株式会社西山ケミックス
株式会社フジタイト
株式会社プロト
株式会社ミタテ工房
株式会社山科電機製作所
ユアサ化成株式会社
 その他 4社
アドコート株式会社
株式会社松栄堂
株式会社東洋レーベル
ローヤル工業株式会社

 生産性向上　自動化機器 8社
京都EIC株式会社
京都自動設備支援ネットワーク協議会（チーム京都）
旭光精工株式会社
株式会社ゲートジャパン
株式会社色素オオタ・オータス
秀峰自動機株式会社
株式会社プロックス
株式会社メカニック
 生産性向上　通信・情報関連 19社
生田産機工業株式会社
株式会社エイ・エス・ピー
エイジシステム株式会社
NKE株式会社
株式会社KYOSOテクノロジ
京なかGOZAN
コバオリ株式会社
シスポート株式会社
センサテック株式会社
創研情報株式会社
株式会社ソフトクリエイター
DIKソフトウェア
株式会社データ変換研究所
株式会社とめ研究所
株式会社日本電算機標準
株式会社ビジネスポート
フェニックス電子株式会社
株式会社PROTEC
ものレボ株式会社

 生産性向上　検査・測定機器 6社
株式会社エージェンシーアシスト
株式会社オプト・システム
グローバリーテック株式会社
株式会社シュルード設計
株式会社パントス
株式会社ラインアイ
 生産設備関連 6社
株式会社アイピーライフ
株式会社イー・ピー・アイ
エス.ラボ株式会社
長島精工株式会社
有限会社本杉工機
株式会社森川製作所
 分析・理化学機器関連 3社
アコース株式会社　綾部工場
高槻電器工業株式会社
株式会社DFC
 医療・バイオ・健康・福祉関連 7社
カジックス株式会社
コニシセイコー株式会社
有限会社シバタシステムサービス
株式会社ティ．アイ．プロス
株式会社テクノリード
テック・ワーク株式会社
ながすな繭株式会社
 環境・エネルギー関連 7社
イーセップ株式会社
エンゼル工業株式会社
株式会社光響
株式会社シオガイ精機
有限会社畳工房ヨシオカ
PCL株式会社
前橋工業株式会社

 素材 6社
株式会社牛越製作所
関西巻取箔工業株式会社　
三和化工株式会社
三和化成株式会社
西村陶業株式会社
美山化成株式会社
 グループ・団体 44社・団体
京都機械金属中小企業青年連絡会(機青連)
京都航空宇宙産業ネットワーク(KAIN)
川崎機械工業株式会社
株式会社草川精機
株式会社毛戸製作所　
株式会社KOYO熱錬
三和化工株式会社　　
株式会社中金　　　　
株式会社寺内製作所
京都府中小企業団体中央会
綾部鉄工工業協同組合
協同組合京都府金属プレス工業会
協同組合日新電機協力会
協同組合日新電機協力会　青年経営
研究会
京都伝統工芸協議会
京都府印刷工業組合
京都府シートメタル工業会
京都府紙器段ボール箱工業組合
京都府プラスチック協同組合
舞鶴工業集積協議会
アイ’エムセップ株式会社　
浅井プラパーツ株式会社
株式会社飯田照明
FES株式会社
株式会社エムアールサポート　

株式会社坂製作所
株式会社大日本科研
株式会社タイヨーアクリス
株式会社丹宇　　　
マイコム株式会社　　　　　
増錬工業株式会社　　　　　
株式会社ムーブ　　　　　
京都府電子機器工業会
丹後機械工業協同組合（丹後ハイテクランド）
愛和金属有限会社　　　
株式会社韋城製作所　　　　　
株式会社大宮日進　　　　　
株式会社タムラ　　　　　
丹後機械工業協同組合　　　　
株式会社タンゴ技研　　　　　
株式会社徳本　　　　　
株式会社松田精工　　　　　
株式会社ミネヤマ精機　　　　　
株式会社峰山鉄工所　
まちの駅クロスピアくみやま運営協議会
久御山ものづくりC-AMP
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BUSINESS MATCHING
京都ビジネス交流フェア2019

BUSINESS MATCHING

ものづくり企業を丁寧に繋ぐBtoBマッチング

展示会出展企業
ものづくり企業190社20団体が一堂に展示！

京都最大級のBtoB展示商談会　開催迫る！
　2019年2月14日（木）、15日（金）の2日間にわたって、京都最大級 
のBtoB展示商談会「京都ビジネス交流フェア2019」がいよいよ開催
されます。
　今回は、京都府内の190社20団体から214小間の出展申込みがあ
り、過去最大規模で開催することになりました。
　また近年は商談数も増加傾向にあり、出展者・来場者の双方にとっ
て、課題解決に向けたビジネスパートナー探索の場として有効にご活
用いただいています。
　効率的、効果的な新規取引先開拓や、様々な情報収集の場として、
この機会をぜひご活用ください。

展示会場　コーナー配置図

https://www.ki21.jp/bp20192019年2月14日（木）-15日（金） 10：00-17：00
京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）

京都市伏見区竹田鳥羽殿町5

入場
無料

基盤技術型…基盤的な加工技術を有する企業が出展

製品開発型…自社製品を製造する企業が出展

 切削・研削 30社
株式会社アクト
イーコット株式会社
株式会社ウエダ･テクニカルエントリー
有限会社エスユー
株式会社桶谷製作所
春日製作所株式会社
株式会社カワオカ製作所
株式会社衣川製作所
株式会社木村製作所
有限会社共立機工
株式会社クリーン精光
株式会社クリスタル光学　京都工場
コアマシナリー株式会社
小西精工株式会社
株式会社山豊エンジニアリング
株式会社J・P・F
城陽富士工業株式会社
株式会社積進
太陽機械工業株式会社
大和技研工業株式会社
有限会社塚口鉄工所
長津工業株式会社
株式会社長濱製作所
株式会社ナンゴー
ヒロセ工業株式会社
株式会社吹野金型製作所
二九精密機械工業株式会社
株式会社丸山製作所
株式会社山内製作所
株式会社渡邉商事

 鋳造・鍛造 4社
株式会社朝日製作所
一志株式会社
株式会社シオノ鋳工
田中精工株式会社
 製缶・板金・プレス 15社
有限会社イシダ製作所
株式会社神村製作所
株式会社京スパ
株式会社最上インクス
株式会社新和工業
株式会社新和製作所
株式会社セイワ工業
株式会社創研社
有限会社ソウダ製作所
株式会社大栄製作所
株式会社タナカテック
株式会社月城製作所
株式会社ナガセ　関西営業所
濵田プレス工藝株式会社
株式会社和光製作所
 金型・治具 8社
株式会社OPMラボラトリー
株式会社阪村エンジニアリング
嶋田プレシジョン株式会社
株式会社ShinSei
東陽精工株式会社
プロニクス株式会社
株式会社山岡製作所
株式会社山﨑

 表面処理・熱処理・塗装 7社 
株式会社旭プレシジョン
NSK工業
株式会社黒坂塗装工業所
髙木金属株式会社
中沼アートスクリーン株式会社
株式会社プラズマイオンアシスト
美濃商事株式会社
 電気・電子機器組立 11社
株式会社京光製作所
コスモ機器株式会社
サンエー電機株式会社
株式会社サンテック
サンワ化工株式会社
JOHNAN株式会社
双和電機株式会社
株式会社テスコムジャパン
株式会社富士電工
株式会社保全工業
株式会社メカテック
 樹脂加工 6社
株式会社アクア
旭合同株式会社
オリオン株式会社
株式会社クロスエフェクト
株式会社ムラカミ
株式会社ヤマコー
 木工加工 2社
有限会社廣部機型製作所
山分物産株式会社

 ガラス・レンズ・特殊加工 3社
NNI株式会社
株式会社サンエール
株式会社東海エンジニアリングサービス
 試作 10社
宇治電器工業株式会社
一般社団法人京都試作ネット
協和精工株式会社
有限会社グッドウッドKYOTO
株式会社西山ケミックス
株式会社フジタイト
株式会社プロト
株式会社ミタテ工房
株式会社山科電機製作所
ユアサ化成株式会社
 その他 4社
アドコート株式会社
株式会社松栄堂
株式会社東洋レーベル
ローヤル工業株式会社

 生産性向上　自動化機器 8社
京都EIC株式会社
京都自動設備支援ネットワーク協議会（チーム京都）
旭光精工株式会社
株式会社ゲートジャパン
株式会社色素オオタ・オータス
秀峰自動機株式会社
株式会社プロックス
株式会社メカニック
 生産性向上　通信・情報関連 19社
生田産機工業株式会社
株式会社エイ・エス・ピー
エイジシステム株式会社
NKE株式会社
株式会社KYOSOテクノロジ
京なかGOZAN
コバオリ株式会社
シスポート株式会社
センサテック株式会社
創研情報株式会社
株式会社ソフトクリエイター
DIKソフトウェア
株式会社データ変換研究所
株式会社とめ研究所
株式会社日本電算機標準
株式会社ビジネスポート
フェニックス電子株式会社
株式会社PROTEC
ものレボ株式会社

 生産性向上　検査・測定機器 6社
株式会社エージェンシーアシスト
株式会社オプト・システム
グローバリーテック株式会社
株式会社シュルード設計
株式会社パントス
株式会社ラインアイ
 生産設備関連 6社
株式会社アイピーライフ
株式会社イー・ピー・アイ
エス.ラボ株式会社
長島精工株式会社
有限会社本杉工機
株式会社森川製作所
 分析・理化学機器関連 3社
アコース株式会社　綾部工場
高槻電器工業株式会社
株式会社DFC
 医療・バイオ・健康・福祉関連 7社
カジックス株式会社
コニシセイコー株式会社
有限会社シバタシステムサービス
株式会社ティ．アイ．プロス
株式会社テクノリード
テック・ワーク株式会社
ながすな繭株式会社
 環境・エネルギー関連 7社
イーセップ株式会社
エンゼル工業株式会社
株式会社光響
株式会社シオガイ精機
有限会社畳工房ヨシオカ
PCL株式会社
前橋工業株式会社

 素材 6社
株式会社牛越製作所
関西巻取箔工業株式会社　
三和化工株式会社
三和化成株式会社
西村陶業株式会社
美山化成株式会社
 グループ・団体 44社・団体
京都機械金属中小企業青年連絡会(機青連)
京都航空宇宙産業ネットワーク(KAIN)
川崎機械工業株式会社
株式会社草川精機
株式会社毛戸製作所　
株式会社KOYO熱錬
三和化工株式会社　　
株式会社中金　　　　
株式会社寺内製作所
京都府中小企業団体中央会
綾部鉄工工業協同組合
協同組合京都府金属プレス工業会
協同組合日新電機協力会
協同組合日新電機協力会　青年経営
研究会
京都伝統工芸協議会
京都府印刷工業組合
京都府シートメタル工業会
京都府紙器段ボール箱工業組合
京都府プラスチック協同組合
舞鶴工業集積協議会
アイ’エムセップ株式会社　
浅井プラパーツ株式会社
株式会社飯田照明
FES株式会社
株式会社エムアールサポート　

株式会社坂製作所
株式会社大日本科研
株式会社タイヨーアクリス
株式会社丹宇　　　
マイコム株式会社　　　　　
増錬工業株式会社　　　　　
株式会社ムーブ　　　　　
京都府電子機器工業会
丹後機械工業協同組合（丹後ハイテクランド）
愛和金属有限会社　　　
株式会社韋城製作所　　　　　
株式会社大宮日進　　　　　
株式会社タムラ　　　　　
丹後機械工業協同組合　　　　
株式会社タンゴ技研　　　　　
株式会社徳本　　　　　
株式会社松田精工　　　　　
株式会社ミネヤマ精機　　　　　
株式会社峰山鉄工所　
まちの駅クロスピアくみやま運営協議会
久御山ものづくりC-AMP
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BUSINESS MATCHING
京都ビジネス交流フェア2019

開催目前！ 効率的・効果的な商談のための対策を
　いよいよ「京都ビジネス交流フェア2019」が2月14日（木）・15日(金)に開催されます。展示会は、新規顧客開拓や情報収集の場として、出展
者・来場者の双方にとって非常に効率的・効果的な商談の機会です。展示会当日の商談をより充実した内容にしていただくために、いまからで
も間に合う対策をご紹介させていただきます。

まだ間に合う、展示会当日の商談対策（出展者）
脈あり企業の名刺を振り分け
前回の京都ビジネス交流フェアでは、2日間で300件の名刺交

換を行った出展企業もありました。このように展示会では、多くの名刺
交換が行われるため、開催後に名刺を見ても商談内容や企業情報の
記憶が薄れていることがあります。会期後に、アプローチの優先順位
を明確にするために、交換した名刺にA～Cなどの顧客ランクを記入
しておくなどの工夫が必要です。名刺交換時点では判断できない事
も多いので、まずは感覚でニーズの大小や、ターゲットとしての可能
性を名刺に記入しておきましょう。

商談ヒアリングシートの作成
商談内容を記入するヒアリングシートを展示会当日までに作成

し、会場ですぐに記入できるように準備しましょう。「対応者」「顧客の来
場目的」「求めるニーズ」「導入検討時期」等の記入項目を設けておく
と、会期後の顧客への迅速なアプローチや情報の整理に活かすことが
できます。前述した優先順位を記入した名刺と、ヒアリングシートを
ホッチキス留め等で紐付けしておくと、会期後の顧客フォローをス
ムーズに行うことができます。このような展示会当日の作業について、
参加スタッフ間で事前に共有し、顧客との商談で得た情報を効率的に
まとめましょう。

01 02

最低限押さえておきたい、効率的なビジネスパートナーの見つけ方(来場者)
公式WEBページで出展者を予め確認
会場内には多くの企業ブースがあり、展示会当日の限られた時

間の中で、自社の求める情報だけを収集することは非常に困難です。
必要な情報を効率よく得るために、事前に出展企業を確認しておきま
しょう。
京都ビジネス交流フェアでは公式WEBページを開設しています。
WEB内では、出展企業の一覧を50音順以外に業種別・フリーワード
でも検索が可能で、さらに各社のWEBページへのリンクも整ってお
り、確認作業などに大変便利です。ぜひ公式WEBページをご活用く
ださい。
■京都ビジネス交流フェア公式WEBページ
https://www.ki21.jp/bp2019

迷った時はキャッチフレーズを参考に
出展企業ブースの企業名パネルには、企業の強みを端的に表現

したキャッチフレーズが記載されています。企業探索のヒントとしてご
活用ください。

01 02

会場案内図・ガイドブックを有効活用
受付の際に会場内のブース等の位置を示す会場案内図をお配

りしています。また、出展企業のほか、京都府内のものづくり企業の概
要・技術内容・保有設備などが記載されている「京都ものづくり企業ガ
イドブック」も無料配付しています。当日の企業探索はもちろんのこ
と、会期後の情報収集にも役立つツールとなっていますので、ぜひご
活用ください。

03

記入例) A：ニーズが合致しており顧客になる可能性が高い
 B：短期的にはなさそうだが、将来的に顧客となる可能性がある
 C：当面顧客となる可能性は低い

会場へは公共交通機関をご利用ください
展示会会場付近の駐車場は大変な混雑が予想されます。駐車スペースの空
きが出来るまでの待ち時間は、大切な商談機会の損失となりますので、ぜひ
公共交通機関をご利用ください。
※竹田駅～会場間で無料シャトルタクシーを運行します。

■地下鉄・近鉄「竹田駅」北西4番出口から市バス又は京阪バス「パルスプラザ前」下車
■京阪「中書島駅」北出口から市バス又は京阪バス「パルスプラザ前」下車
■京都駅八条口からの直通バス・京都らくなんエクスプレス「京都パルスプラザ・京
セラ前」下車

電車・バスでお越しの場合

平成31年

新春賀詞交歓会 開催報告新春賀詞交歓会 開催報告
　2019（平成31）年1月11日、京都ホテルオークラにて京都産
業21の新春賀詞交歓会を開催しました。当日は会員である京
都府内のものづくり中小企業をはじめ、企業や経済団体、大学
や研究機関などから300名を超える方々にご参集いただき、新
年を祝いました。
　はじめに村田恒夫 京都産業21理事長があいさつに立ち、
「グローバルな政治・経済の変化や産業構造の急激な変化の
中で、京都産業21は、販路開拓、人材育成、起業・創業、事業
継承など京都の中小企業のさまざまな課題にワンストップで
対応・支援しています」と語るとともに、「今年は、20回目を迎
える京都ビジネス交流フェアを開催することに加え、京都経
済界の新拠点として京都経済センターが竣工します。これを
機に、中小企業に真に役立つ支援に取り組んでいきます」と決
意を述べました。
　続いて、来賓を代表して山下晃正 京都府副知事が登壇。「激

動する経済状況の中、世界では私たちの想像以上に大きなビ
ジネスの潮流が起こっています。そうした中、オープンイノベー
ションの中核の拠点として、いよいよ3月に京都経済センターが
開業します。このセンターから、京都の産業界が日本、そして世
界に先駆けて進んでいきたいと考えています。ぜひその中核を
京都産業21に担っていただきたい」と期待が寄せられました。
　同じく来賓代表として岡田憲和 京都市副市長が、「京都では
今、規模の大小に関係なく、地域に根ざし地域とともに社業を
発展させ、地域の活性化に貢献する『地域企業』を支援する条
例の制定を推進しています。今日お集まりの皆様も、『地域企
業』として一致団結し、京都経済の発展に大きな力を発揮して
いただきたい」と祈念の言葉を述べられました。
　その後、辻 理 京都産業21副理事長による乾杯の音頭で交
流の宴となり、最後に小谷眞由美 同副理事長の中締めのあい
さつで閉幕。親交の輪が広がる門出となりました。

村田恒夫 京都産業21理事長 山下晃正 京都府副知事 岡田憲和 京都市副市長 会場風景
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 ものづくり支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：bpstaff@ki21.jp ●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 企画総務部 企画・総務グループ　TEL：075-315-9234  E-mail：somuka@ki21.jp
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BUSINESS MATCHING
京都ビジネス交流フェア2019

開催目前！ 効率的・効果的な商談のための対策を
　いよいよ「京都ビジネス交流フェア2019」が2月14日（木）・15日(金)に開催されます。展示会は、新規顧客開拓や情報収集の場として、出展
者・来場者の双方にとって非常に効率的・効果的な商談の機会です。展示会当日の商談をより充実した内容にしていただくために、いまからで
も間に合う対策をご紹介させていただきます。

まだ間に合う、展示会当日の商談対策（出展者）
脈あり企業の名刺を振り分け
前回の京都ビジネス交流フェアでは、2日間で300件の名刺交

換を行った出展企業もありました。このように展示会では、多くの名刺
交換が行われるため、開催後に名刺を見ても商談内容や企業情報の
記憶が薄れていることがあります。会期後に、アプローチの優先順位
を明確にするために、交換した名刺にA～Cなどの顧客ランクを記入
しておくなどの工夫が必要です。名刺交換時点では判断できない事
も多いので、まずは感覚でニーズの大小や、ターゲットとしての可能
性を名刺に記入しておきましょう。

商談ヒアリングシートの作成
商談内容を記入するヒアリングシートを展示会当日までに作成

し、会場ですぐに記入できるように準備しましょう。「対応者」「顧客の来
場目的」「求めるニーズ」「導入検討時期」等の記入項目を設けておく
と、会期後の顧客への迅速なアプローチや情報の整理に活かすことが
できます。前述した優先順位を記入した名刺と、ヒアリングシートを
ホッチキス留め等で紐付けしておくと、会期後の顧客フォローをス
ムーズに行うことができます。このような展示会当日の作業について、
参加スタッフ間で事前に共有し、顧客との商談で得た情報を効率的に
まとめましょう。

01 02

最低限押さえておきたい、効率的なビジネスパートナーの見つけ方(来場者)
公式WEBページで出展者を予め確認
会場内には多くの企業ブースがあり、展示会当日の限られた時

間の中で、自社の求める情報だけを収集することは非常に困難です。
必要な情報を効率よく得るために、事前に出展企業を確認しておきま
しょう。
京都ビジネス交流フェアでは公式WEBページを開設しています。
WEB内では、出展企業の一覧を50音順以外に業種別・フリーワード
でも検索が可能で、さらに各社のWEBページへのリンクも整ってお
り、確認作業などに大変便利です。ぜひ公式WEBページをご活用く
ださい。
■京都ビジネス交流フェア公式WEBページ
https://www.ki21.jp/bp2019

迷った時はキャッチフレーズを参考に
出展企業ブースの企業名パネルには、企業の強みを端的に表現

したキャッチフレーズが記載されています。企業探索のヒントとしてご
活用ください。

01 02

会場案内図・ガイドブックを有効活用
受付の際に会場内のブース等の位置を示す会場案内図をお配

りしています。また、出展企業のほか、京都府内のものづくり企業の概
要・技術内容・保有設備などが記載されている「京都ものづくり企業ガ
イドブック」も無料配付しています。当日の企業探索はもちろんのこ
と、会期後の情報収集にも役立つツールとなっていますので、ぜひご
活用ください。

03

記入例) A：ニーズが合致しており顧客になる可能性が高い
 B：短期的にはなさそうだが、将来的に顧客となる可能性がある
 C：当面顧客となる可能性は低い

会場へは公共交通機関をご利用ください
展示会会場付近の駐車場は大変な混雑が予想されます。駐車スペースの空
きが出来るまでの待ち時間は、大切な商談機会の損失となりますので、ぜひ
公共交通機関をご利用ください。
※竹田駅～会場間で無料シャトルタクシーを運行します。

■地下鉄・近鉄「竹田駅」北西4番出口から市バス又は京阪バス「パルスプラザ前」下車
■京阪「中書島駅」北出口から市バス又は京阪バス「パルスプラザ前」下車
■京都駅八条口からの直通バス・京都らくなんエクスプレス「京都パルスプラザ・京
セラ前」下車

電車・バスでお越しの場合

平成31年

新春賀詞交歓会 開催報告新春賀詞交歓会 開催報告
　2019（平成31）年1月11日、京都ホテルオークラにて京都産
業21の新春賀詞交歓会を開催しました。当日は会員である京
都府内のものづくり中小企業をはじめ、企業や経済団体、大学
や研究機関などから300名を超える方々にご参集いただき、新
年を祝いました。
　はじめに村田恒夫 京都産業21理事長があいさつに立ち、
「グローバルな政治・経済の変化や産業構造の急激な変化の
中で、京都産業21は、販路開拓、人材育成、起業・創業、事業
継承など京都の中小企業のさまざまな課題にワンストップで
対応・支援しています」と語るとともに、「今年は、20回目を迎
える京都ビジネス交流フェアを開催することに加え、京都経
済界の新拠点として京都経済センターが竣工します。これを
機に、中小企業に真に役立つ支援に取り組んでいきます」と決
意を述べました。
　続いて、来賓を代表して山下晃正 京都府副知事が登壇。「激

動する経済状況の中、世界では私たちの想像以上に大きなビ
ジネスの潮流が起こっています。そうした中、オープンイノベー
ションの中核の拠点として、いよいよ3月に京都経済センターが
開業します。このセンターから、京都の産業界が日本、そして世
界に先駆けて進んでいきたいと考えています。ぜひその中核を
京都産業21に担っていただきたい」と期待が寄せられました。
　同じく来賓代表として岡田憲和 京都市副市長が、「京都では
今、規模の大小に関係なく、地域に根ざし地域とともに社業を
発展させ、地域の活性化に貢献する『地域企業』を支援する条
例の制定を推進しています。今日お集まりの皆様も、『地域企
業』として一致団結し、京都経済の発展に大きな力を発揮して
いただきたい」と祈念の言葉を述べられました。
　その後、辻 理 京都産業21副理事長による乾杯の音頭で交
流の宴となり、最後に小谷眞由美 同副理事長の中締めのあい
さつで閉幕。親交の輪が広がる門出となりました。

村田恒夫 京都産業21理事長 山下晃正 京都府副知事 岡田憲和 京都市副市長 会場風景



セラミックス製造技術を磨き
100種類を超えるセラミックス材料を製造

　当社は、1918（大正7）年の創業以来、セラミックス製造技術を
磨きながら、時代のニーズに合わせて多種多様のセラミックス製
品を製造・販売してきました。
　当社の強みは、長年にわたる製造ノウハウの蓄積によって、100
種類以上のセラミックス材料や多彩な成形方法を有していること
に加え、セラミックス原料の混練から成形・焼成・加工と製品が完成
するまでの全工程を自社で一貫生産できるところにあります。これ
により、設計・開発段階から関わり、最適な材料・製法でお客様の
ニーズに応える製品を提供することが可能になります。
　今日までの当社の歩みは、新しい材料や製品の開発の歴史で
もありました。始まりは、創業者の西村政次郎が電気を絶縁する
碍子を使った電磁器を製造したことでした。新たな電化製品が
次々と生まれた戦後は、主に家電製品に用いられる絶縁部品の製
造を手がけるようになりました。1970（昭和45）年に本社を現在
の清水焼団地に移転して以降、1970年代に入って登場したのが、
電子レンジです。当社でも電子レンジに使われるヒーターのパイ
プやターンテーブルのシャフトといった部品の受注が増えていき
ました。
　転機は、2000（平成12）年頃。お客様である大手電機メーカー
の多くがコストの安い海外に生産拠点を移したことから、新たな販
路を開拓。半導体製造装置用や医療機器用の部品の製造を開始し
ました。精密機器に搭載される部品には、極めて高い精度が求めら
れます。それに対応するため、従来の成形・焼成によるセラミックス
の製造に加えて、新たに機械加工技術を導入し、切削加工によって
μm単位の高い精度を実現しました。こうしてそれまでの量産品主
体の生産から精密機器用の少量多品種、かつ高付加価値製品の製
造へと力点を移していきました。
　現在では半導体をはじめとした各種製造装置用部品が、当社売
上の20％を超えるまでに成長しています。さらに今回、京都中小企
業技術大賞の特別技術賞を受賞した「放射セラミックスヒートシン

クN-9H」を開発してからは、よりいっそう多様な分野に応用可能性
が広がっています。

高い放射率と熱伝導率を実現する
セラミックス材料を使ってヒートシンクを開発

　「放射セラミックスヒートシンクN-9H」のアイデアが生まれた
きっかけは、あるお客様から電子レンジ用ヒーターの開発を依頼さ
れたことでした。その開発過程で発見したのが、セラミックスの放
射エネルギーの高さです。これを発熱体の冷却に使えるのではな
いかと思い立ち、セラミックス製のヒートシンク（放熱部品）を開発
しました。
　現在、電子部品や電子機器に使われるヒートシンクは、アルミ又
は銅フィンとファンによる空冷方式が主流を占めています。空冷方
式では、空気が動くことで熱が運ばれる「対流」現象を利用して発
熱体を冷却します。そのためヒートシンクにできるだけ多くの気体
が触れるようフィン型の形状をしていることに加え、熱を逃がすた
めのファンが欠かせません。
　これに対し、当社のセラミックスヒートシンクの特長は、熱を赤外
線エネルギーに変換して放出する「放射」現象を利用するところに

あります。当社の開発したセラミックスは放射率が極めて高く、薄
型の平面状にできる上に、気体の対流が望めないような密閉した
狭隘な場所でもファンを使わずに熱を逃がすことができます。加え
て、電気絶縁性や耐熱性に優れていることもセラミックスの特長で
す。これらによって、従来のヒートシンクに比べて高い放熱性能を
実現するとともに、大幅な小型化を可能にしました。
　「N-9H」の開発において、成功の決め手になったのは、当社が生
み出した新しいセラミックス材料でした。高度なセラミックス製造
技術を用いて、結晶粒径が数μmと極めて小さく、しかも緊密に配
列した新しいセラミックスを開発。この画期的なセラミックスによっ
て、高い放射率と熱伝導率を実現しました。
　実験でも、「N-9H」の熱放射率は最高で約97％を達成。空冷方
式のヒートシンクに多く用いられている銅（Cu）の約8倍も放射性
が高いことを実証しました。また熱伝導率も39W／m・Kと、汎用
材料のおよそ2倍もあることを確かめています。「N-9H」とアルミ
材料を使った一般的なフィンを密閉容器に入れ、ヒーターに電流を
30分流した実験では、アルミフィンのヒーター温度が91.3℃にま
で達したのに対し、「N-9H」のヒーター温度は64.0℃に留まり、圧
倒的な放熱効果が確かめられました。

セラミックスの特性を生かし
多様な分野に応用可能性を広げたい

　「N-9H」はすでにICやLED照明用のヒートシンクとして採用さ
れ、量産が進んでいます。LED以外にも、次世代のパワー半導体と
期待されるSiC（シリコンカーバイド）パワーデバイスモジュールの
筐体用ヒートシンク、屋外監視カメラのヒートシンクなど、フィン型
ヒートシンクの使いにくい狭隘空間や高所などで活用されていま
す。また薄型平面形状でそれ自体が絶縁物質であることから、セラ
ミックス表面に電気回路を印刷し、電気配線基板としても活用され
ています。
　その他にも高い放熱性能に加え、高い熱伝導性、電気絶縁性、耐
熱性といったセラミックスの特性を活かして応用分野を広げたい
と考えています。今回の受賞によって多くのメディアに取り上げら
れ、業界での「N-9H」の知名度は大きく向上。これまでにない多様
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西村陶業株式会社

第36回

「放射」放熱を利用した新しいセラミックスヒートシンクを開発
https://nishimuratougyou.co.jp/
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平成29年度「京都中小企業特別技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・製品について、代表者にお話を伺います。 開発者からひと言

　熱が温度の高い物質から低い物質へ移るのは、①
熱伝導、②対流伝熱、③放射伝熱の3つの方式があ
ります。熱伝導と対流では固体、液体もしくは気体な
どを媒体として熱が運ばれるのに対して、放射では
媒体を必要とせず熱源から放射された電磁波が相

手の物質に吸収されて再び熱になるので、熱が伝わる途中での損失がな
いか、極めて少なくすることができます。
　Ｎ-9Ｈは主に5μｍから立ち上がり6μｍ～11μｍにピークがあり又、
19μｍにもピークがあります。これらの放射スペクトルを吸収スペクトル
に合わせるとエネルギーの授受が非常に効果的になり、発熱体の物質の
熱を効率良く放射できます。物体が加熱されますとノイズ電流及びリーク
電流が出ますがＮ-９Ｈでは、電流はほとんど出ずフェムトアンペア単位
内で収めることができ、従来技術では必要とされていたノイズ遮蔽用の
ガード板が不要となる静かなヒートシンク材です。但しこれらの放射にて
冷却することがなかなか計算式で表すことができず苦労しています。

開発部長　西村 元延 氏

代表取締役

西村 嘉浩 氏

な分野のお客様からの引き合いが増えています。
　今後はセラミックスの弱点とされる「割れやすさ」を改善し、今以
上に信頼性の高い製品を開発することが新たな目標です。これか
らも新しい技術開発に果敢に挑み、お客様に満足していただける
製品を作り続けていきます。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／西村 嘉浩
●所　在　地／京都市山科区川田清水焼団地町3番2号
●電　　　話／075-591-1313（代）
●創　　　業／1918（大正7）年
●事 業 内 容／セラミックスの製造販売

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 イノベーション推進部 新産業創出グループ　TEL：075-315-8677  E-mail：create@ki21.jp
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優れた技術・製品の開発に成果をあげ
京都産業の発展に貢献している

中小企業を紹介

シリーズ京
の

パワーLED用セラミックスヒートシンク
「N-9H」

アルミフィン（左）に比べて薄型化することが可能

FPGA用セラミックスヒートシンク
「N-9H」

がい し



セラミックス製造技術を磨き
100種類を超えるセラミックス材料を製造

　当社は、1918（大正7）年の創業以来、セラミックス製造技術を
磨きながら、時代のニーズに合わせて多種多様のセラミックス製
品を製造・販売してきました。
　当社の強みは、長年にわたる製造ノウハウの蓄積によって、100
種類以上のセラミックス材料や多彩な成形方法を有していること
に加え、セラミックス原料の混練から成形・焼成・加工と製品が完成
するまでの全工程を自社で一貫生産できるところにあります。これ
により、設計・開発段階から関わり、最適な材料・製法でお客様の
ニーズに応える製品を提供することが可能になります。
　今日までの当社の歩みは、新しい材料や製品の開発の歴史で
もありました。始まりは、創業者の西村政次郎が電気を絶縁する
碍子を使った電磁器を製造したことでした。新たな電化製品が
次々と生まれた戦後は、主に家電製品に用いられる絶縁部品の製
造を手がけるようになりました。1970（昭和45）年に本社を現在
の清水焼団地に移転して以降、1970年代に入って登場したのが、
電子レンジです。当社でも電子レンジに使われるヒーターのパイ
プやターンテーブルのシャフトといった部品の受注が増えていき
ました。
　転機は、2000（平成12）年頃。お客様である大手電機メーカー
の多くがコストの安い海外に生産拠点を移したことから、新たな販
路を開拓。半導体製造装置用や医療機器用の部品の製造を開始し
ました。精密機器に搭載される部品には、極めて高い精度が求めら
れます。それに対応するため、従来の成形・焼成によるセラミックス
の製造に加えて、新たに機械加工技術を導入し、切削加工によって
μm単位の高い精度を実現しました。こうしてそれまでの量産品主
体の生産から精密機器用の少量多品種、かつ高付加価値製品の製
造へと力点を移していきました。
　現在では半導体をはじめとした各種製造装置用部品が、当社売
上の20％を超えるまでに成長しています。さらに今回、京都中小企
業技術大賞の特別技術賞を受賞した「放射セラミックスヒートシン

クN-9H」を開発してからは、よりいっそう多様な分野に応用可能性
が広がっています。

高い放射率と熱伝導率を実現する
セラミックス材料を使ってヒートシンクを開発

　「放射セラミックスヒートシンクN-9H」のアイデアが生まれた
きっかけは、あるお客様から電子レンジ用ヒーターの開発を依頼さ
れたことでした。その開発過程で発見したのが、セラミックスの放
射エネルギーの高さです。これを発熱体の冷却に使えるのではな
いかと思い立ち、セラミックス製のヒートシンク（放熱部品）を開発
しました。
　現在、電子部品や電子機器に使われるヒートシンクは、アルミ又
は銅フィンとファンによる空冷方式が主流を占めています。空冷方
式では、空気が動くことで熱が運ばれる「対流」現象を利用して発
熱体を冷却します。そのためヒートシンクにできるだけ多くの気体
が触れるようフィン型の形状をしていることに加え、熱を逃がすた
めのファンが欠かせません。
　これに対し、当社のセラミックスヒートシンクの特長は、熱を赤外
線エネルギーに変換して放出する「放射」現象を利用するところに

あります。当社の開発したセラミックスは放射率が極めて高く、薄
型の平面状にできる上に、気体の対流が望めないような密閉した
狭隘な場所でもファンを使わずに熱を逃がすことができます。加え
て、電気絶縁性や耐熱性に優れていることもセラミックスの特長で
す。これらによって、従来のヒートシンクに比べて高い放熱性能を
実現するとともに、大幅な小型化を可能にしました。
　「N-9H」の開発において、成功の決め手になったのは、当社が生
み出した新しいセラミックス材料でした。高度なセラミックス製造
技術を用いて、結晶粒径が数μmと極めて小さく、しかも緊密に配
列した新しいセラミックスを開発。この画期的なセラミックスによっ
て、高い放射率と熱伝導率を実現しました。
　実験でも、「N-9H」の熱放射率は最高で約97％を達成。空冷方
式のヒートシンクに多く用いられている銅（Cu）の約8倍も放射性
が高いことを実証しました。また熱伝導率も39W／m・Kと、汎用
材料のおよそ2倍もあることを確かめています。「N-9H」とアルミ
材料を使った一般的なフィンを密閉容器に入れ、ヒーターに電流を
30分流した実験では、アルミフィンのヒーター温度が91.3℃にま
で達したのに対し、「N-9H」のヒーター温度は64.0℃に留まり、圧
倒的な放熱効果が確かめられました。

セラミックスの特性を生かし
多様な分野に応用可能性を広げたい

　「N-9H」はすでにICやLED照明用のヒートシンクとして採用さ
れ、量産が進んでいます。LED以外にも、次世代のパワー半導体と
期待されるSiC（シリコンカーバイド）パワーデバイスモジュールの
筐体用ヒートシンク、屋外監視カメラのヒートシンクなど、フィン型
ヒートシンクの使いにくい狭隘空間や高所などで活用されていま
す。また薄型平面形状でそれ自体が絶縁物質であることから、セラ
ミックス表面に電気回路を印刷し、電気配線基板としても活用され
ています。
　その他にも高い放熱性能に加え、高い熱伝導性、電気絶縁性、耐
熱性といったセラミックスの特性を活かして応用分野を広げたい
と考えています。今回の受賞によって多くのメディアに取り上げら
れ、業界での「N-9H」の知名度は大きく向上。これまでにない多様
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西村陶業株式会社

第36回

「放射」放熱を利用した新しいセラミックスヒートシンクを開発
https://nishimuratougyou.co.jp/
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平成29年度「京都中小企業特別技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・製品について、代表者にお話を伺います。 開発者からひと言

　熱が温度の高い物質から低い物質へ移るのは、①
熱伝導、②対流伝熱、③放射伝熱の3つの方式があ
ります。熱伝導と対流では固体、液体もしくは気体な
どを媒体として熱が運ばれるのに対して、放射では
媒体を必要とせず熱源から放射された電磁波が相

手の物質に吸収されて再び熱になるので、熱が伝わる途中での損失がな
いか、極めて少なくすることができます。
　Ｎ-9Ｈは主に5μｍから立ち上がり6μｍ～11μｍにピークがあり又、
19μｍにもピークがあります。これらの放射スペクトルを吸収スペクトル
に合わせるとエネルギーの授受が非常に効果的になり、発熱体の物質の
熱を効率良く放射できます。物体が加熱されますとノイズ電流及びリーク
電流が出ますがＮ-９Ｈでは、電流はほとんど出ずフェムトアンペア単位
内で収めることができ、従来技術では必要とされていたノイズ遮蔽用の
ガード板が不要となる静かなヒートシンク材です。但しこれらの放射にて
冷却することがなかなか計算式で表すことができず苦労しています。

開発部長　西村 元延 氏

代表取締役

西村 嘉浩 氏

な分野のお客様からの引き合いが増えています。
　今後はセラミックスの弱点とされる「割れやすさ」を改善し、今以
上に信頼性の高い製品を開発することが新たな目標です。これか
らも新しい技術開発に果敢に挑み、お客様に満足していただける
製品を作り続けていきます。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／西村 嘉浩
●所　在　地／京都市山科区川田清水焼団地町3番2号
●電　　　話／075-591-1313（代）
●創　　　業／1918（大正7）年
●事 業 内 容／セラミックスの製造販売

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 イノベーション推進部 新産業創出グループ　TEL：075-315-8677  E-mail：create@ki21.jp
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優れた技術・製品の開発に成果をあげ
京都産業の発展に貢献している

中小企業を紹介

シリーズ京
の

パワーLED用セラミックスヒートシンク
「N-9H」

アルミフィン（左）に比べて薄型化することが可能

FPGA用セラミックスヒートシンク
「N-9H」

がい し



食品等）への参入促進に向け、開発から事業化に至るまでの過程
で生じる様々な相談に対し、関連法規に関するアドバイスや販路開
拓等多岐にわたる情報提供を行ってきました。
■商談・展示会
　平成28年度は国内最大の医療・理化学機器メーカーが集積す
る東京本郷地区において商談会を、平成29年度は京都リサーチ
パークにおいて医療・理化学機器の製造販売を行う大手・中堅企業
によるニーズ発表会を、平成30年度は国際組織工学・再生医療学
会世界会議の企業展示コーナーにおいて、再生医療分野の展示会
を開催しました。いずれも府内中小企業の事業機会創出につなげ
ることができました。
■iPS関連事業
　iPS細胞技術に関心を持
つ関係者を集めた「iPSネッ
ト」会員を中心に、iPSに係る
基礎講座や細胞培養体験研
修、大学でのラボツアーなど
を行い、iPS周辺ビジネスへ
の参入・事業拡大の糸口となる情報提供を行ってきました。
■ライフサイエンス・ビジネスセミナー
　薬事行政の最新動向や在宅介護と介護機器など話題の分野を
テーマにセミナーを開催し情報提供を行いました。
■生活を豊かにするロボットビジネス研究会
　研究会員を中心に、サービスロボット事業参入の課題やビジネ
スヒントなどを情報提供し、サイバニックシステムやスマートアグ
リなど話題の分野をテーマに講演会やディスカッションを実施し
ました。

 「京の食」ブランド推進プロジェクト
　京の食文化を活かして農業、伝統工芸、新技術等の今までにな
い組み合わせによる新製品や新サービス開発を進め、海外、イン
バウンド消費を含む新市場を拡大して雇用を創造してきました。
■ブランド戦略の展開
　加工食品や調理食品について、農業や伝統工芸等とコラボレー
ションした和食キャンペーン、ブランド食品フェア等を開催しました。
●日本最大規模のBtoB展示会「FOODEX JAPAN」、食品商社大

 京都ＩｏＴ／ＩｏＥ産業創出事業
　伴走支援により、各種補助金等も活用しながら、IoTモデルプロ
ジェクト（事業）を創出してきました。支援事例を参考にしていただき、
京都の中小企業のIoT利活用が拡大されることを期待しています。
■Ｓ社（精密機械加工）の場合
　平成29年度補助金を活用し、機械・設備（MC等）のシェアリング
と知のシェアリング（共同開発の場の提供）によりICT（IoT）企業Ｍ
社とコラボして、事業を推進されました。M社はこの取組みを活か
して他企業へもサービス展開検討中です。

■Ｉ社（食品製造／販売）の場合
　平成30年度補助金を活用し、IoTを
活用したHACCP認証支援システム構
築を進めています。さらに、構築したシ
ステムを仕入先に展開しようとするも
ので、京都の中小食品製造業とICT
（IoT）支援企業Ｐ社がコラボして事業
を推進しています。P社は他社で開発
したノウハウを活用し迅速な開発を実
現されています。

 京都ライフサイエンスプロジェクト成長展開事業
 ～ライフサイエンス分野で新産業創出～
　平成25年10月のプロジェクト開始から様々な事業を展開し、平
成28年度からのセカンドステージでは、iPS関連事業にも取組んで
きました。
■医療・介護等機器相談窓口
　ものづくり企業のライフサイエンス分野（医療・介護・健康機器、
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京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト

　厚生労働省の「戦略産業雇用創造プロジェクト」の採択を受け、平成25年10月に開始した「京都次世代ものづくり産業雇用創出プ
ロジェクト」は平成31年3月末をもって終了します。
　京都府・京都市をはじめとする産学公・公労使の「オール京都」体制のもと、京都府内のものづくり産業の新事業創造と雇用創出を
目指した当プロジェクトは、アウトカム目標（雇用創出人数）を大きく上回るなど、全国トップの成果を挙げることができました。
　平成28年度からのセカンドステージでは、当財団として10事業に取組み、事業拡大や新分野進出、雇用のお手伝いをさせて
いただきました。各事業の取組
内容、成果などをご報告いたし
ます。
　また、プロジェクト終了にあ
たって、成果報告会を開催いた
しますので、是非ご参加ください。

手の加藤産業（株）が開催
するBtoB展示会「ディス
カバリーニッポン」、消費
者向け食の博覧会「食博」
への出展
●その他、藤田観光グルー
プ朝食キャンペーン、消費
者向け販売会、「京ブランド食品」登録　など
■個別ブランドづくりの支援
　ブランドづくり等に関するセミナーの開催や、コーディネータに
よる農商工連携や企業マッチングを行い、新製品や新しい提供方
法の開発、健康やアスリート等新分野への進出を支援しました。
●「たけのこ」「森の京都」「京都調味料」をテーマとした首都圏交流
会・商談会
●京ブランド対策懇談会、ムスリム対応勉強会・相談会
■安心・安全等基盤強化の支援
　食品表示やHACCP対応等の専門的事項について個別支援を
してきました。
●食品表示法・HACCP研修会、鮮度保持勉強会
●「きょうと信頼食品登録制度」への登録

 未来志向型経営人材育成事業
 ～持続的成長をリードする人材を育成～
　未来志向型経営人材育成事業では、イノベーションに取り組み
成長を実現する経営人材の育成を通じて中小企業の経営力向上
を図るとともに、受講企業の伴走支援を実施してきました。
■平成30年度は約500名が受講
　経営人材の育成に向けて
は、経営戦略やマネジメント
について体系的に習得する
連続講座を開催。平成30年
度は、現場に即した階層別講
座を6講座（25回）、同志社ビ
ジネススクール（DBS）との
共催による、MBAプログラムの要約版ともいえる講座を2講座
（13回）開催し、延べ約500名に受講いただきました。
■参加企業を伴走支援
　各講座は、現場を踏まえた戦略シナリオ等の策定をアウトプット
とするなど企業の成長を視野に入れており、3名のコーディネータ
が補助金等多様な支援ツールを活用し伴走支援する中で、事業拡
大や新事業展開による雇用に結びついてきました。
　また、参加企業の横のネットワーク形成や、DBSのMBAコース
入学の動きにも繋がっています。
■持続的成長に向けて
　プロジェクト終了の節目を迎えるに際し、平成31年1月にこれま
での参加企業を対象に「未来志向型経営を考える交流会」を開催し
たところ、受講後の取組の共有等活発な情報・意見交換が行われ、
持続的成長へ向けた経営のあり方について考える絶好の機会と
することができました。

 京都版エコノミック・ガーデニング推進事業
　平成28年度のセカンドステージからの事業として、補助金を
受けた企業を対象に、コーディネータが伴走支援を行いました。

　補助金は、新商品開発や新分野進出実現のための多様な事業
化の段階（計画～販路開拓・設備投資）に対応できるよう、複数の支
援メニューにより助成を行っており、平成30年度では「Ⅰ事業創生
コース」「Ⅱ事業化促進コース」及び「Ⅲ本格的事業展開コース」の３
つのコースを設定しました。
　「Ⅰ事業創生コース」では、新規事業の見極め及びブラッシュアッ
プのためのテストマーケティング等の支援、「Ⅱ事業化促進コース」
では試作品・サービス等の開発、テスト販売等による本格的な市場
調査・販路開拓等の支援、「Ⅲ本格的事業展開コース」では、実用化
に向けた応用研究・生産技術開発、量産設備投資、それらと連動し
た販路開拓等の支援となっています。
　また、行政の会計年度とは異なり、交付決定から丸１年間を事業
実施期間としているため、他の公的な補助制度と比べても十分な
事業実施期間をとることを可能としました。
　補助金のほか、財団や京都府等による広報面での支援、コーディ
ネータや中小企業応援隊による計画の見極めから試作・開発、販
路開拓に至るまでの一連の伴走支援を行い、京都経済の次代を担
う新産業・新事業の創出により、地域経済の活性化を図ることに寄
与し、雇用の拡大・創出に繋げてきました。
　実際に雇用の拡大・創出にこうした助成制度の存在は大きく、当
事業は、今回の雇用創出プロジェクトでも目標以上の雇用者数を
得ることができました。

 アライアンス推進支援事業
 ～販路開拓事業への多くの企業の積極的な参画に感謝！～
　首都圏・中京圏等の展示会への共同出展による販路開拓支援、
大手・中堅企業とのビジネスマッチング支援、海外販路開拓・拡大
支援の３事業に取り組み、約5,000件のマッチングを行うことがで
きました。この間、多くの企業の積極的な参画を得て、企業間の連
携による相乗効果も生まれ、京都企業の団結力とポテンシャルを
国内外に示すこともでき、大きな成果をあげることができたことに
深く感謝いたします。
　本事業では、マッチングによる取引の成約もさることながら、展
示会の出展企業には、首都圏をはじめ、国内外における新たなニー
ズを実感していただいたことも大きな成果のひとつと考えていま
す。さらに、展示会では、次世代を担う若者や女性の社員の皆さん
が出展ブースにアテンドをして、積極的に新規顧客開拓に取り組む
姿に、これからのものづくり中小企業の大きな可能性を実感する
ことができました。
　また、多くの参画企業の皆
様と一体となって、京都企業
の販路開拓に向けて共に活
動できたことは、何よりも嬉
しいことでした。
　本事業の取組みを通して、
今後のものづくり中小企業
の振興に役立つ多くのノウ
ハウを残すことができました。この成果を活かして、今後も事業を
継続・発展させていきます。

 事業継続・創生支援強化事業
　財団では、平成25年度に「京都中小企業事業継続支援セン
ター」を設置し、府内中小企業への事業継続支援事業を行ってきま

【成果報告会のお知らせ】
日時 ： 平成31年3月15日(金)15:30～17:00
会場 ： 京都リサーチパーク 1号館4F「サイエンスホール」
内容 ： 西口泰夫プロジェクト・ディレクターによる講演 ほか
詳しくは、下記ホームページをご覧ください
http://kyoto-koyop.jp/

したが、平成28年度より、名称を「京都中小企業事業継続・創生支
援センター」と改称し、当プロジェクトの「事業継続・創生支援強化
事業」に取り組むこととなりました。
　事業内容は、創業者予備軍を掘り起こし、創業間もない事業者
や企業の支援などを積極的
に推進するもので、具体的
には、
①産学公連携等による先輩
起業家の経験や思いを聴
く起業家セミナー
②「きょうと元気な地域づく
り応援ファンド事業」を通じた伴走支援
③起業予備軍や創業間もない事業者に対する補助金やインキュ
ベーション施設等の情報提供及び他の支援機関とも連携した
オール京都体制での伴走支援
④「京都にUIJターンしたい」「自然豊かなところで暮らしたい」そう
いった想いを持っている方々を対象とした首都圏でのセミナー
や連続講座
などを行い、起業や創業間もない方々の支援を行いました。

 オープンイノベーション促進事業
　補助金等を支援ツールに、けいはんなオープンイノベーション
センター（KICK）と連携した産学公共同研究・開発の促進、成果の
普及、販路開拓を推進。多様な支援実績を有し、多くの府内企業か
ら信頼いただき、関係機関とも密接なネットワークを有する当財団
こその伴走支援を実施してきました。
■KICK発スター創生事業
　大学発ベンチャー企業等がベンチャーキャピタル、金融機関等
に対してプレゼンを行う事業計画発表会を開催。6回の開催で47
社が登壇、その内の約４割の企業が資金を獲得しました。
■KICK交流会
　KICK入居企業や大学、研
究機関、けいはんな立地企
業等が参加し、事例紹介や
外部講師によるリレーセミ
ナーなどを開催。これまでに
26回開催し、延べ約950名
にご参加いただきました。
■販路開拓コーディネート
　新規性・独自性の高い新商品を持つ中小企業に対し、販路開拓
に向けたサポートを中小企業基盤整備機構と連携したテストマー
ケティングを通じて実施し、35社に支援継続中です。
■コーディネータ等による伴走支援
　上記事業や「企業の森・産学の森」「中小企業共同型ものづくり支
援事業」補助金活用企業等への伴走支援を行いました。

 北京都産学連携事業化推進事業
 ～府北部地域での新産業創出・雇用創出を目指した
 　新産業創造事業化研究会の結成・推進～

　北部地域のものづくり産業は、自動車・家電関連部品等の下請
け加工を中心に発展してきましたが、経済のグローバル化に伴う

産業構造の変化により、従来どおりの下請けだけでは事業継続が
困難になることが予想されます。一方、北部の各自治体等では業
種・業態を越えた様々な活性化に向けた地域ビジネス等の事業展
開の取組みがされています。そして、平成28年度には、京都工芸繊
維大学が地域密着型の新たな北部拠点として福知山キャンパスを
設置し、また地域経営学部を有する福知山公立大学がスタートし
ました。
　こうした中で、北部地域における産学公連携を推進し、研究開発
から事業化までを一貫支援しイノベーション創出を図るため、「北
京都産学連携事業化推進事業」を実施してきました。
　北部地域の中小企業の強みを活かした新産業創出を、地域の大
学や公的支援機関等が連
携して事業化を目指す「新
産業創造事業化研究会」
（13社・2大学・9機関）を平
成28年11月に結成し、平成
28年度から平成30年度前
半までは、航空機等へ応用
されている繊維強化複合材
料（FRP）について、FRPの成
形加工、裁断、超音波溶着接合、引張測定等の実習により、基礎知
識と技術の習得を行いました。今後、FRPを用いた新商品創出のた
め、試作品の開発を進める予定です。

 「全員参加型」イノベーション創造支援事業
 ～事業拡大や新分野進出など新たなイノベーションの
　 取り組みに対する計画策定や人材確保・導入を支援～

■人材活躍支援事業
　事業拡大や新分野進出等に必要となる技術や知識等を有し、イ
ノベーションの取り組みの中心となる中核人材やそれをサポート
する人材の確保と、雇用に伴う初期人件費を支援。
　京都ジョブパークや産業雇用安定センターといった様々な公的
人材紹介機関とのマッチングを進めるとともに、財団が別途実施し
ているプロフェッショナル人材戦略拠点事業とも積極的に連携し
てきました。
　企業が必要とする人材のスムーズな確保を支援することで、平
成28年度からの３年間で、延べ200名以上の人材確保をお手伝い
してきました。
■高度専門家派遣支援事業
　経営課題や技術的課題の解決、新商品開発等に取り組むに当
たって、専門的な助言・指導を必要とする場合に、当該専門家の派
遣費用を支援。
　課題解決に最もふさわしい専門家を企業自らが提案できること
に加え、担当コーディネータが最後まで伴走支援することにより、
所期の目的達成を強力にバックアップしてきました。
　経営戦略の策定や技術的課題の解決から、販路開拓やIT活用、
知財やHACCPなどの法令関係まで、幅広い分野での延べ500回
以上にも及ぶ専門家の派遣を支援しました。

iPS細胞培養体験研修
経営戦略実践講座

FOODEX JAPAN

京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト
平成31年3月末で５年半の取組みが終了！

IoTを活用して
製造工程の情報を自動的に収集

日本ものづくりワールド2018

IoTを活用して
設備の稼働状況を
シェア及び

工程管理情報を収集



食品等）への参入促進に向け、開発から事業化に至るまでの過程
で生じる様々な相談に対し、関連法規に関するアドバイスや販路開
拓等多岐にわたる情報提供を行ってきました。
■商談・展示会
　平成28年度は国内最大の医療・理化学機器メーカーが集積す
る東京本郷地区において商談会を、平成29年度は京都リサーチ
パークにおいて医療・理化学機器の製造販売を行う大手・中堅企業
によるニーズ発表会を、平成30年度は国際組織工学・再生医療学
会世界会議の企業展示コーナーにおいて、再生医療分野の展示会
を開催しました。いずれも府内中小企業の事業機会創出につなげ
ることができました。
■iPS関連事業
　iPS細胞技術に関心を持
つ関係者を集めた「iPSネッ
ト」会員を中心に、iPSに係る
基礎講座や細胞培養体験研
修、大学でのラボツアーなど
を行い、iPS周辺ビジネスへ
の参入・事業拡大の糸口となる情報提供を行ってきました。
■ライフサイエンス・ビジネスセミナー
　薬事行政の最新動向や在宅介護と介護機器など話題の分野を
テーマにセミナーを開催し情報提供を行いました。
■生活を豊かにするロボットビジネス研究会
　研究会員を中心に、サービスロボット事業参入の課題やビジネ
スヒントなどを情報提供し、サイバニックシステムやスマートアグ
リなど話題の分野をテーマに講演会やディスカッションを実施し
ました。

 「京の食」ブランド推進プロジェクト
　京の食文化を活かして農業、伝統工芸、新技術等の今までにな
い組み合わせによる新製品や新サービス開発を進め、海外、イン
バウンド消費を含む新市場を拡大して雇用を創造してきました。
■ブランド戦略の展開
　加工食品や調理食品について、農業や伝統工芸等とコラボレー
ションした和食キャンペーン、ブランド食品フェア等を開催しました。
●日本最大規模のBtoB展示会「FOODEX JAPAN」、食品商社大

 京都ＩｏＴ／ＩｏＥ産業創出事業
　伴走支援により、各種補助金等も活用しながら、IoTモデルプロ
ジェクト（事業）を創出してきました。支援事例を参考にしていただき、
京都の中小企業のIoT利活用が拡大されることを期待しています。
■Ｓ社（精密機械加工）の場合
　平成29年度補助金を活用し、機械・設備（MC等）のシェアリング
と知のシェアリング（共同開発の場の提供）によりICT（IoT）企業Ｍ
社とコラボして、事業を推進されました。M社はこの取組みを活か
して他企業へもサービス展開検討中です。

■Ｉ社（食品製造／販売）の場合
　平成30年度補助金を活用し、IoTを
活用したHACCP認証支援システム構
築を進めています。さらに、構築したシ
ステムを仕入先に展開しようとするも
ので、京都の中小食品製造業とICT
（IoT）支援企業Ｐ社がコラボして事業
を推進しています。P社は他社で開発
したノウハウを活用し迅速な開発を実
現されています。

 京都ライフサイエンスプロジェクト成長展開事業
 ～ライフサイエンス分野で新産業創出～
　平成25年10月のプロジェクト開始から様々な事業を展開し、平
成28年度からのセカンドステージでは、iPS関連事業にも取組んで
きました。
■医療・介護等機器相談窓口
　ものづくり企業のライフサイエンス分野（医療・介護・健康機器、
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京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト

　厚生労働省の「戦略産業雇用創造プロジェクト」の採択を受け、平成25年10月に開始した「京都次世代ものづくり産業雇用創出プ
ロジェクト」は平成31年3月末をもって終了します。
　京都府・京都市をはじめとする産学公・公労使の「オール京都」体制のもと、京都府内のものづくり産業の新事業創造と雇用創出を
目指した当プロジェクトは、アウトカム目標（雇用創出人数）を大きく上回るなど、全国トップの成果を挙げることができました。
　平成28年度からのセカンドステージでは、当財団として10事業に取組み、事業拡大や新分野進出、雇用のお手伝いをさせて
いただきました。各事業の取組
内容、成果などをご報告いたし
ます。
　また、プロジェクト終了にあ
たって、成果報告会を開催いた
しますので、是非ご参加ください。

手の加藤産業（株）が開催
するBtoB展示会「ディス
カバリーニッポン」、消費
者向け食の博覧会「食博」
への出展
●その他、藤田観光グルー
プ朝食キャンペーン、消費
者向け販売会、「京ブランド食品」登録　など
■個別ブランドづくりの支援
　ブランドづくり等に関するセミナーの開催や、コーディネータに
よる農商工連携や企業マッチングを行い、新製品や新しい提供方
法の開発、健康やアスリート等新分野への進出を支援しました。
●「たけのこ」「森の京都」「京都調味料」をテーマとした首都圏交流
会・商談会
●京ブランド対策懇談会、ムスリム対応勉強会・相談会
■安心・安全等基盤強化の支援
　食品表示やHACCP対応等の専門的事項について個別支援を
してきました。
●食品表示法・HACCP研修会、鮮度保持勉強会
●「きょうと信頼食品登録制度」への登録

 未来志向型経営人材育成事業
 ～持続的成長をリードする人材を育成～
　未来志向型経営人材育成事業では、イノベーションに取り組み
成長を実現する経営人材の育成を通じて中小企業の経営力向上
を図るとともに、受講企業の伴走支援を実施してきました。
■平成30年度は約500名が受講
　経営人材の育成に向けて
は、経営戦略やマネジメント
について体系的に習得する
連続講座を開催。平成30年
度は、現場に即した階層別講
座を6講座（25回）、同志社ビ
ジネススクール（DBS）との
共催による、MBAプログラムの要約版ともいえる講座を2講座
（13回）開催し、延べ約500名に受講いただきました。
■参加企業を伴走支援
　各講座は、現場を踏まえた戦略シナリオ等の策定をアウトプット
とするなど企業の成長を視野に入れており、3名のコーディネータ
が補助金等多様な支援ツールを活用し伴走支援する中で、事業拡
大や新事業展開による雇用に結びついてきました。
　また、参加企業の横のネットワーク形成や、DBSのMBAコース
入学の動きにも繋がっています。
■持続的成長に向けて
　プロジェクト終了の節目を迎えるに際し、平成31年1月にこれま
での参加企業を対象に「未来志向型経営を考える交流会」を開催し
たところ、受講後の取組の共有等活発な情報・意見交換が行われ、
持続的成長へ向けた経営のあり方について考える絶好の機会と
することができました。

 京都版エコノミック・ガーデニング推進事業
　平成28年度のセカンドステージからの事業として、補助金を
受けた企業を対象に、コーディネータが伴走支援を行いました。

　補助金は、新商品開発や新分野進出実現のための多様な事業
化の段階（計画～販路開拓・設備投資）に対応できるよう、複数の支
援メニューにより助成を行っており、平成30年度では「Ⅰ事業創生
コース」「Ⅱ事業化促進コース」及び「Ⅲ本格的事業展開コース」の３
つのコースを設定しました。
　「Ⅰ事業創生コース」では、新規事業の見極め及びブラッシュアッ
プのためのテストマーケティング等の支援、「Ⅱ事業化促進コース」
では試作品・サービス等の開発、テスト販売等による本格的な市場
調査・販路開拓等の支援、「Ⅲ本格的事業展開コース」では、実用化
に向けた応用研究・生産技術開発、量産設備投資、それらと連動し
た販路開拓等の支援となっています。
　また、行政の会計年度とは異なり、交付決定から丸１年間を事業
実施期間としているため、他の公的な補助制度と比べても十分な
事業実施期間をとることを可能としました。
　補助金のほか、財団や京都府等による広報面での支援、コーディ
ネータや中小企業応援隊による計画の見極めから試作・開発、販
路開拓に至るまでの一連の伴走支援を行い、京都経済の次代を担
う新産業・新事業の創出により、地域経済の活性化を図ることに寄
与し、雇用の拡大・創出に繋げてきました。
　実際に雇用の拡大・創出にこうした助成制度の存在は大きく、当
事業は、今回の雇用創出プロジェクトでも目標以上の雇用者数を
得ることができました。

 アライアンス推進支援事業
 ～販路開拓事業への多くの企業の積極的な参画に感謝！～
　首都圏・中京圏等の展示会への共同出展による販路開拓支援、
大手・中堅企業とのビジネスマッチング支援、海外販路開拓・拡大
支援の３事業に取り組み、約5,000件のマッチングを行うことがで
きました。この間、多くの企業の積極的な参画を得て、企業間の連
携による相乗効果も生まれ、京都企業の団結力とポテンシャルを
国内外に示すこともでき、大きな成果をあげることができたことに
深く感謝いたします。
　本事業では、マッチングによる取引の成約もさることながら、展
示会の出展企業には、首都圏をはじめ、国内外における新たなニー
ズを実感していただいたことも大きな成果のひとつと考えていま
す。さらに、展示会では、次世代を担う若者や女性の社員の皆さん
が出展ブースにアテンドをして、積極的に新規顧客開拓に取り組む
姿に、これからのものづくり中小企業の大きな可能性を実感する
ことができました。
　また、多くの参画企業の皆
様と一体となって、京都企業
の販路開拓に向けて共に活
動できたことは、何よりも嬉
しいことでした。
　本事業の取組みを通して、
今後のものづくり中小企業
の振興に役立つ多くのノウ
ハウを残すことができました。この成果を活かして、今後も事業を
継続・発展させていきます。

 事業継続・創生支援強化事業
　財団では、平成25年度に「京都中小企業事業継続支援セン
ター」を設置し、府内中小企業への事業継続支援事業を行ってきま

【成果報告会のお知らせ】
日時 ： 平成31年3月15日(金)15:30～17:00
会場 ： 京都リサーチパーク 1号館4F「サイエンスホール」
内容 ： 西口泰夫プロジェクト・ディレクターによる講演 ほか
詳しくは、下記ホームページをご覧ください
http://kyoto-koyop.jp/

したが、平成28年度より、名称を「京都中小企業事業継続・創生支
援センター」と改称し、当プロジェクトの「事業継続・創生支援強化
事業」に取り組むこととなりました。
　事業内容は、創業者予備軍を掘り起こし、創業間もない事業者
や企業の支援などを積極的
に推進するもので、具体的
には、
①産学公連携等による先輩
起業家の経験や思いを聴
く起業家セミナー
②「きょうと元気な地域づく
り応援ファンド事業」を通じた伴走支援
③起業予備軍や創業間もない事業者に対する補助金やインキュ
ベーション施設等の情報提供及び他の支援機関とも連携した
オール京都体制での伴走支援
④「京都にUIJターンしたい」「自然豊かなところで暮らしたい」そう
いった想いを持っている方々を対象とした首都圏でのセミナー
や連続講座
などを行い、起業や創業間もない方々の支援を行いました。

 オープンイノベーション促進事業
　補助金等を支援ツールに、けいはんなオープンイノベーション
センター（KICK）と連携した産学公共同研究・開発の促進、成果の
普及、販路開拓を推進。多様な支援実績を有し、多くの府内企業か
ら信頼いただき、関係機関とも密接なネットワークを有する当財団
こその伴走支援を実施してきました。
■KICK発スター創生事業
　大学発ベンチャー企業等がベンチャーキャピタル、金融機関等
に対してプレゼンを行う事業計画発表会を開催。6回の開催で47
社が登壇、その内の約４割の企業が資金を獲得しました。
■KICK交流会
　KICK入居企業や大学、研
究機関、けいはんな立地企
業等が参加し、事例紹介や
外部講師によるリレーセミ
ナーなどを開催。これまでに
26回開催し、延べ約950名
にご参加いただきました。
■販路開拓コーディネート
　新規性・独自性の高い新商品を持つ中小企業に対し、販路開拓
に向けたサポートを中小企業基盤整備機構と連携したテストマー
ケティングを通じて実施し、35社に支援継続中です。
■コーディネータ等による伴走支援
　上記事業や「企業の森・産学の森」「中小企業共同型ものづくり支
援事業」補助金活用企業等への伴走支援を行いました。

 北京都産学連携事業化推進事業
 ～府北部地域での新産業創出・雇用創出を目指した
 　新産業創造事業化研究会の結成・推進～

　北部地域のものづくり産業は、自動車・家電関連部品等の下請
け加工を中心に発展してきましたが、経済のグローバル化に伴う

産業構造の変化により、従来どおりの下請けだけでは事業継続が
困難になることが予想されます。一方、北部の各自治体等では業
種・業態を越えた様々な活性化に向けた地域ビジネス等の事業展
開の取組みがされています。そして、平成28年度には、京都工芸繊
維大学が地域密着型の新たな北部拠点として福知山キャンパスを
設置し、また地域経営学部を有する福知山公立大学がスタートし
ました。
　こうした中で、北部地域における産学公連携を推進し、研究開発
から事業化までを一貫支援しイノベーション創出を図るため、「北
京都産学連携事業化推進事業」を実施してきました。
　北部地域の中小企業の強みを活かした新産業創出を、地域の大
学や公的支援機関等が連
携して事業化を目指す「新
産業創造事業化研究会」
（13社・2大学・9機関）を平
成28年11月に結成し、平成
28年度から平成30年度前
半までは、航空機等へ応用
されている繊維強化複合材
料（FRP）について、FRPの成
形加工、裁断、超音波溶着接合、引張測定等の実習により、基礎知
識と技術の習得を行いました。今後、FRPを用いた新商品創出のた
め、試作品の開発を進める予定です。

 「全員参加型」イノベーション創造支援事業
 ～事業拡大や新分野進出など新たなイノベーションの
　 取り組みに対する計画策定や人材確保・導入を支援～

■人材活躍支援事業
　事業拡大や新分野進出等に必要となる技術や知識等を有し、イ
ノベーションの取り組みの中心となる中核人材やそれをサポート
する人材の確保と、雇用に伴う初期人件費を支援。
　京都ジョブパークや産業雇用安定センターといった様々な公的
人材紹介機関とのマッチングを進めるとともに、財団が別途実施し
ているプロフェッショナル人材戦略拠点事業とも積極的に連携し
てきました。
　企業が必要とする人材のスムーズな確保を支援することで、平
成28年度からの３年間で、延べ200名以上の人材確保をお手伝い
してきました。
■高度専門家派遣支援事業
　経営課題や技術的課題の解決、新商品開発等に取り組むに当
たって、専門的な助言・指導を必要とする場合に、当該専門家の派
遣費用を支援。
　課題解決に最もふさわしい専門家を企業自らが提案できること
に加え、担当コーディネータが最後まで伴走支援することにより、
所期の目的達成を強力にバックアップしてきました。
　経営戦略の策定や技術的課題の解決から、販路開拓やIT活用、
知財やHACCPなどの法令関係まで、幅広い分野での延べ500回
以上にも及ぶ専門家の派遣を支援しました。

iPS細胞培養体験研修
経営戦略実践講座

FOODEX JAPAN

京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト
平成31年3月末で５年半の取組みが終了！

IoTを活用して
製造工程の情報を自動的に収集

日本ものづくりワールド2018

IoTを活用して
設備の稼働状況を
シェア及び

工程管理情報を収集



食品等）への参入促進に向け、開発から事業化に至るまでの過程
で生じる様々な相談に対し、関連法規に関するアドバイスや販路開
拓等多岐にわたる情報提供を行ってきました。
■商談・展示会
　平成28年度は国内最大の医療・理化学機器メーカーが集積す
る東京本郷地区において商談会を、平成29年度は京都リサーチ
パークにおいて医療・理化学機器の製造販売を行う大手・中堅企業
によるニーズ発表会を、平成30年度は国際組織工学・再生医療学
会世界会議の企業展示コーナーにおいて、再生医療分野の展示会
を開催しました。いずれも府内中小企業の事業機会創出につなげ
ることができました。
■iPS関連事業
　iPS細胞技術に関心を持
つ関係者を集めた「iPSネッ
ト」会員を中心に、iPSに係る
基礎講座や細胞培養体験研
修、大学でのラボツアーなど
を行い、iPS周辺ビジネスへ
の参入・事業拡大の糸口となる情報提供を行ってきました。
■ライフサイエンス・ビジネスセミナー
　薬事行政の最新動向や在宅介護と介護機器など話題の分野を
テーマにセミナーを開催し情報提供を行いました。
■生活を豊かにするロボットビジネス研究会
　研究会員を中心に、サービスロボット事業参入の課題やビジネ
スヒントなどを情報提供し、サイバニックシステムやスマートアグ
リなど話題の分野をテーマに講演会やディスカッションを実施し
ました。

 「京の食」ブランド推進プロジェクト
　京の食文化を活かして農業、伝統工芸、新技術等の今までにな
い組み合わせによる新製品や新サービス開発を進め、海外、イン
バウンド消費を含む新市場を拡大して雇用を創造してきました。
■ブランド戦略の展開
　加工食品や調理食品について、農業や伝統工芸等とコラボレー
ションした和食キャンペーン、ブランド食品フェア等を開催しました。
●日本最大規模のBtoB展示会「FOODEX JAPAN」、食品商社大

 京都ＩｏＴ／ＩｏＥ産業創出事業
　伴走支援により、各種補助金等も活用しながら、IoTモデルプロ
ジェクト（事業）を創出してきました。支援事例を参考にしていただき、
京都の中小企業のIoT利活用が拡大されることを期待しています。
■Ｓ社（精密機械加工）の場合
　平成29年度補助金を活用し、機械・設備（MC等）のシェアリング
と知のシェアリング（共同開発の場の提供）によりICT（IoT）企業Ｍ
社とコラボして、事業を推進されました。M社はこの取組みを活か
して他企業へもサービス展開検討中です。

■Ｉ社（食品製造／販売）の場合
　平成30年度補助金を活用し、IoTを
活用したHACCP認証支援システム構
築を進めています。さらに、構築したシ
ステムを仕入先に展開しようとするも
ので、京都の中小食品製造業とICT
（IoT）支援企業Ｐ社がコラボして事業
を推進しています。P社は他社で開発
したノウハウを活用し迅速な開発を実
現されています。

 京都ライフサイエンスプロジェクト成長展開事業
 ～ライフサイエンス分野で新産業創出～
　平成25年10月のプロジェクト開始から様々な事業を展開し、平
成28年度からのセカンドステージでは、iPS関連事業にも取組んで
きました。
■医療・介護等機器相談窓口
　ものづくり企業のライフサイエンス分野（医療・介護・健康機器、
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手の加藤産業（株）が開催
するBtoB展示会「ディス
カバリーニッポン」、消費
者向け食の博覧会「食博」
への出展
●その他、藤田観光グルー
プ朝食キャンペーン、消費
者向け販売会、「京ブランド食品」登録　など
■個別ブランドづくりの支援
　ブランドづくり等に関するセミナーの開催や、コーディネータに
よる農商工連携や企業マッチングを行い、新製品や新しい提供方
法の開発、健康やアスリート等新分野への進出を支援しました。
●「たけのこ」「森の京都」「京都調味料」をテーマとした首都圏交流
会・商談会
●京ブランド対策懇談会、ムスリム対応勉強会・相談会
■安心・安全等基盤強化の支援
　食品表示やHACCP対応等の専門的事項について個別支援を
してきました。
●食品表示法・HACCP研修会、鮮度保持勉強会
●「きょうと信頼食品登録制度」への登録

 未来志向型経営人材育成事業
 ～持続的成長をリードする人材を育成～
　未来志向型経営人材育成事業では、イノベーションに取り組み
成長を実現する経営人材の育成を通じて中小企業の経営力向上
を図るとともに、受講企業の伴走支援を実施してきました。
■平成30年度は約500名が受講
　経営人材の育成に向けて
は、経営戦略やマネジメント
について体系的に習得する
連続講座を開催。平成30年
度は、現場に即した階層別講
座を6講座（25回）、同志社ビ
ジネススクール（DBS）との
共催による、MBAプログラムの要約版ともいえる講座を2講座
（13回）開催し、延べ約500名に受講いただきました。
■参加企業を伴走支援
　各講座は、現場を踏まえた戦略シナリオ等の策定をアウトプット
とするなど企業の成長を視野に入れており、3名のコーディネータ
が補助金等多様な支援ツールを活用し伴走支援する中で、事業拡
大や新事業展開による雇用に結びついてきました。
　また、参加企業の横のネットワーク形成や、DBSのMBAコース
入学の動きにも繋がっています。
■持続的成長に向けて
　プロジェクト終了の節目を迎えるに際し、平成31年1月にこれま
での参加企業を対象に「未来志向型経営を考える交流会」を開催し
たところ、受講後の取組の共有等活発な情報・意見交換が行われ、
持続的成長へ向けた経営のあり方について考える絶好の機会と
することができました。

 京都版エコノミック・ガーデニング推進事業
　平成28年度のセカンドステージからの事業として、補助金を
受けた企業を対象に、コーディネータが伴走支援を行いました。

　補助金は、新商品開発や新分野進出実現のための多様な事業
化の段階（計画～販路開拓・設備投資）に対応できるよう、複数の支
援メニューにより助成を行っており、平成30年度では「Ⅰ事業創生
コース」「Ⅱ事業化促進コース」及び「Ⅲ本格的事業展開コース」の３
つのコースを設定しました。
　「Ⅰ事業創生コース」では、新規事業の見極め及びブラッシュアッ
プのためのテストマーケティング等の支援、「Ⅱ事業化促進コース」
では試作品・サービス等の開発、テスト販売等による本格的な市場
調査・販路開拓等の支援、「Ⅲ本格的事業展開コース」では、実用化
に向けた応用研究・生産技術開発、量産設備投資、それらと連動し
た販路開拓等の支援となっています。
　また、行政の会計年度とは異なり、交付決定から丸１年間を事業
実施期間としているため、他の公的な補助制度と比べても十分な
事業実施期間をとることを可能としました。
　補助金のほか、財団や京都府等による広報面での支援、コーディ
ネータや中小企業応援隊による計画の見極めから試作・開発、販
路開拓に至るまでの一連の伴走支援を行い、京都経済の次代を担
う新産業・新事業の創出により、地域経済の活性化を図ることに寄
与し、雇用の拡大・創出に繋げてきました。
　実際に雇用の拡大・創出にこうした助成制度の存在は大きく、当
事業は、今回の雇用創出プロジェクトでも目標以上の雇用者数を
得ることができました。

 アライアンス推進支援事業
 ～販路開拓事業への多くの企業の積極的な参画に感謝！～
　首都圏・中京圏等の展示会への共同出展による販路開拓支援、
大手・中堅企業とのビジネスマッチング支援、海外販路開拓・拡大
支援の３事業に取り組み、約5,000件のマッチングを行うことがで
きました。この間、多くの企業の積極的な参画を得て、企業間の連
携による相乗効果も生まれ、京都企業の団結力とポテンシャルを
国内外に示すこともでき、大きな成果をあげることができたことに
深く感謝いたします。
　本事業では、マッチングによる取引の成約もさることながら、展
示会の出展企業には、首都圏をはじめ、国内外における新たなニー
ズを実感していただいたことも大きな成果のひとつと考えていま
す。さらに、展示会では、次世代を担う若者や女性の社員の皆さん
が出展ブースにアテンドをして、積極的に新規顧客開拓に取り組む
姿に、これからのものづくり中小企業の大きな可能性を実感する
ことができました。
　また、多くの参画企業の皆
様と一体となって、京都企業
の販路開拓に向けて共に活
動できたことは、何よりも嬉
しいことでした。
　本事業の取組みを通して、
今後のものづくり中小企業
の振興に役立つ多くのノウ
ハウを残すことができました。この成果を活かして、今後も事業を
継続・発展させていきます。

 事業継続・創生支援強化事業
　財団では、平成25年度に「京都中小企業事業継続支援セン
ター」を設置し、府内中小企業への事業継続支援事業を行ってきま

したが、平成28年度より、名称を「京都中小企業事業継続・創生支
援センター」と改称し、当プロジェクトの「事業継続・創生支援強化
事業」に取り組むこととなりました。
　事業内容は、創業者予備軍を掘り起こし、創業間もない事業者
や企業の支援などを積極的
に推進するもので、具体的
には、
①産学公連携等による先輩
起業家の経験や思いを聴
く起業家セミナー
②「きょうと元気な地域づく
り応援ファンド事業」を通じた伴走支援
③起業予備軍や創業間もない事業者に対する補助金やインキュ
ベーション施設等の情報提供及び他の支援機関とも連携した
オール京都体制での伴走支援
④「京都にUIJターンしたい」「自然豊かなところで暮らしたい」そう
いった想いを持っている方々を対象とした首都圏でのセミナー
や連続講座
などを行い、起業や創業間もない方々の支援を行いました。

 オープンイノベーション促進事業
　補助金等を支援ツールに、けいはんなオープンイノベーション
センター（KICK）と連携した産学公共同研究・開発の促進、成果の
普及、販路開拓を推進。多様な支援実績を有し、多くの府内企業か
ら信頼いただき、関係機関とも密接なネットワークを有する当財団
こその伴走支援を実施してきました。
■KICK発スター創生事業
　大学発ベンチャー企業等がベンチャーキャピタル、金融機関等
に対してプレゼンを行う事業計画発表会を開催。6回の開催で47
社が登壇、その内の約４割の企業が資金を獲得しました。
■KICK交流会
　KICK入居企業や大学、研
究機関、けいはんな立地企
業等が参加し、事例紹介や
外部講師によるリレーセミ
ナーなどを開催。これまでに
26回開催し、延べ約950名
にご参加いただきました。
■販路開拓コーディネート
　新規性・独自性の高い新商品を持つ中小企業に対し、販路開拓
に向けたサポートを中小企業基盤整備機構と連携したテストマー
ケティングを通じて実施し、35社に支援継続中です。
■コーディネータ等による伴走支援
　上記事業や「企業の森・産学の森」「中小企業共同型ものづくり支
援事業」補助金活用企業等への伴走支援を行いました。

 北京都産学連携事業化推進事業
 ～府北部地域での新産業創出・雇用創出を目指した
 　新産業創造事業化研究会の結成・推進～

　北部地域のものづくり産業は、自動車・家電関連部品等の下請
け加工を中心に発展してきましたが、経済のグローバル化に伴う

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ ものづくり支援部 設備導入支援グループ　TEL.075-315-8591  E-mail：setubi@ki21.jp

■設備投資の際は、是非一度お問い合わせください。■

本制度は、小規模企業者等の方が経営革新に必要な設備を導入する場合、又は、
これから創業しようとする方が必要な設備を導入する場合に、希望の設備等を
財団が代わってメーカーやディーラーから購入して、その設備等を長期かつ固
定損料（金利）で割賦販売（分割払い）またはリースする制度です。

創業・経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を応援します。

■ご利用のメリットと導入効果
　●信用保証協会の保証が不要です。
　　→信用保証協会の保証枠に余裕を残せます。
　●金融機関借入枠外で利用できます。
　　→運転資金等の資金調達枠を残したまま、設備投資が可能です。
　●割賦損料・リース料率は、固定損料（金利）の公的制度です。
　　→安心して長期事業計画が立てられます。先行投資の調達手段として有効です。

設備投資なら、財団の割賦販売　･リース分割
払い

小規模企業者等ビジネス創造設備貸与（割賦販売・リース）制度

区　　分

対象企業

割賦販売 リース
京都府内に事業所・工場等がある小規模企業者等・創業者。

原則、従業員数（役員・パート除く） 製造業・その他業種 20名以下／商業・サービス業 5名以下の企業。
但し、全業種 従業員数（役員・パート除く） 50名以下の企業も可能な場合もあります。
※個人創業１ヶ月前・会社設立２ヶ月前～創業５年未満の企業者（創業者）も対象です。

対象設備 新品の機械・設備・車両・プログラム等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）

対象設備の金額 １００万円～１億円（消費税込み）／年度まで利用可能です。

連帯保証人 原則不要　※法人の場合は、代表者の個人保証が必要です。ただし、「経営者保証に関するガイドライン」に則し判断します。

割賦期間及びリース期間 １０年以内（償還期間）（ただし、法定耐用年数以内） ３～１０年（法定耐用年数に応じて）

割賦損料率及び月額リース料率 年１.６％／年１.９％（２段階）
（設備価格の１０％の保証金が契約時に必要です）

3年 2.967％～ 4年 2.272％～ 5年 1.847％～ 6年 1.571％～
7年 1.370％～ 8年 1.217％～ 9年 1.101％～ 10年 1.008％～ 

※商工会議所・商工会の推薦があれば割賦・リース期間を最大10年を限度に2年間延長することが可能です。事前にご相談ください。

◆目的 ： 創業、又は小規模企業者等の経営革新を支援するための制度です。
◆特長 ： 低利・長期で利用でき、伴走型支援で経営をサポートします。

創業、経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を支援します。

小規模企業者等
ビジネス創造設備貸与制度

公的資金なら安心有利です！

①
③

④

⑤
②

産業構造の変化により、従来どおりの下請けだけでは事業継続が
困難になることが予想されます。一方、北部の各自治体等では業
種・業態を越えた様々な活性化に向けた地域ビジネス等の事業展
開の取組みがされています。そして、平成28年度には、京都工芸繊
維大学が地域密着型の新たな北部拠点として福知山キャンパスを
設置し、また地域経営学部を有する福知山公立大学がスタートし
ました。
　こうした中で、北部地域における産学公連携を推進し、研究開発
から事業化までを一貫支援しイノベーション創出を図るため、「北
京都産学連携事業化推進事業」を実施してきました。
　北部地域の中小企業の強みを活かした新産業創出を、地域の大
学や公的支援機関等が連
携して事業化を目指す「新
産業創造事業化研究会」
（13社・2大学・9機関）を平
成28年11月に結成し、平成
28年度から平成30年度前
半までは、航空機等へ応用
されている繊維強化複合材
料（FRP）について、FRPの成
形加工、裁断、超音波溶着接合、引張測定等の実習により、基礎知
識と技術の習得を行いました。今後、FRPを用いた新商品創出のた
め、試作品の開発を進める予定です。

 「全員参加型」イノベーション創造支援事業
 ～事業拡大や新分野進出など新たなイノベーションの
　 取り組みに対する計画策定や人材確保・導入を支援～

■人材活躍支援事業
　事業拡大や新分野進出等に必要となる技術や知識等を有し、イ
ノベーションの取り組みの中心となる中核人材やそれをサポート
する人材の確保と、雇用に伴う初期人件費を支援。
　京都ジョブパークや産業雇用安定センターといった様々な公的
人材紹介機関とのマッチングを進めるとともに、財団が別途実施し
ているプロフェッショナル人材戦略拠点事業とも積極的に連携し
てきました。
　企業が必要とする人材のスムーズな確保を支援することで、平
成28年度からの３年間で、延べ200名以上の人材確保をお手伝い
してきました。
■高度専門家派遣支援事業
　経営課題や技術的課題の解決、新商品開発等に取り組むに当
たって、専門的な助言・指導を必要とする場合に、当該専門家の派
遣費用を支援。
　課題解決に最もふさわしい専門家を企業自らが提案できること
に加え、担当コーディネータが最後まで伴走支援することにより、
所期の目的達成を強力にバックアップしてきました。
　経営戦略の策定や技術的課題の解決から、販路開拓やIT活用、
知財やHACCPなどの法令関係まで、幅広い分野での延べ500回
以上にも及ぶ専門家の派遣を支援しました。

起業家セミナー

KICK発スター創生事業 事業計画発表会

新産業創造事業化研究会実習

京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト終了！

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト推進センター　TEL：075-315-9061  E-mail：koyop@ki21.jp

　貸与制度のことを言う前に京都産業２１は、多くの中小企業に訪問して実情を知っているので、まずもって気軽に相談できるという点がいいですね。また、貸与制度の利用をきっかけに財団との関わりの中で各職員から色々な情報を得ています。

B 社

お客様
の　声

当財団の設備貸与制度（割賦販売・リース）をご利用いただいた
企業さまのご感想を紹介します。

　設備与制度の一番
良いところは金融機

関借入枠や信

用保証協会枠の別枠
で利用できるところ

です。通常、売

上が増加すれば売掛
金が増加し支払いと

回収との関係

で運転資金も増加す
ることになります。運

転資金や工場

取得・増築などのため
の資金は金融機関か

ら借り入れな

ければなりません。
いざというときに備

えて資金調達力

に余裕をもてるよう
に、設備投資につい

ては貸与制度を

利用しています。

A 社

　上記以外にも様々なお声をいただいています。設備投
資の際は、ぜひ設備貸与制度の利用をご検討ください。お
問い合わせ、ご不明な点などにつきましては、下記までお
気軽にご連絡ください。



食品等）への参入促進に向け、開発から事業化に至るまでの過程
で生じる様々な相談に対し、関連法規に関するアドバイスや販路開
拓等多岐にわたる情報提供を行ってきました。
■商談・展示会
　平成28年度は国内最大の医療・理化学機器メーカーが集積す
る東京本郷地区において商談会を、平成29年度は京都リサーチ
パークにおいて医療・理化学機器の製造販売を行う大手・中堅企業
によるニーズ発表会を、平成30年度は国際組織工学・再生医療学
会世界会議の企業展示コーナーにおいて、再生医療分野の展示会
を開催しました。いずれも府内中小企業の事業機会創出につなげ
ることができました。
■iPS関連事業
　iPS細胞技術に関心を持
つ関係者を集めた「iPSネッ
ト」会員を中心に、iPSに係る
基礎講座や細胞培養体験研
修、大学でのラボツアーなど
を行い、iPS周辺ビジネスへ
の参入・事業拡大の糸口となる情報提供を行ってきました。
■ライフサイエンス・ビジネスセミナー
　薬事行政の最新動向や在宅介護と介護機器など話題の分野を
テーマにセミナーを開催し情報提供を行いました。
■生活を豊かにするロボットビジネス研究会
　研究会員を中心に、サービスロボット事業参入の課題やビジネ
スヒントなどを情報提供し、サイバニックシステムやスマートアグ
リなど話題の分野をテーマに講演会やディスカッションを実施し
ました。

 「京の食」ブランド推進プロジェクト
　京の食文化を活かして農業、伝統工芸、新技術等の今までにな
い組み合わせによる新製品や新サービス開発を進め、海外、イン
バウンド消費を含む新市場を拡大して雇用を創造してきました。
■ブランド戦略の展開
　加工食品や調理食品について、農業や伝統工芸等とコラボレー
ションした和食キャンペーン、ブランド食品フェア等を開催しました。
●日本最大規模のBtoB展示会「FOODEX JAPAN」、食品商社大

 京都ＩｏＴ／ＩｏＥ産業創出事業
　伴走支援により、各種補助金等も活用しながら、IoTモデルプロ
ジェクト（事業）を創出してきました。支援事例を参考にしていただき、
京都の中小企業のIoT利活用が拡大されることを期待しています。
■Ｓ社（精密機械加工）の場合
　平成29年度補助金を活用し、機械・設備（MC等）のシェアリング
と知のシェアリング（共同開発の場の提供）によりICT（IoT）企業Ｍ
社とコラボして、事業を推進されました。M社はこの取組みを活か
して他企業へもサービス展開検討中です。

■Ｉ社（食品製造／販売）の場合
　平成30年度補助金を活用し、IoTを
活用したHACCP認証支援システム構
築を進めています。さらに、構築したシ
ステムを仕入先に展開しようとするも
ので、京都の中小食品製造業とICT
（IoT）支援企業Ｐ社がコラボして事業
を推進しています。P社は他社で開発
したノウハウを活用し迅速な開発を実
現されています。

 京都ライフサイエンスプロジェクト成長展開事業
 ～ライフサイエンス分野で新産業創出～
　平成25年10月のプロジェクト開始から様々な事業を展開し、平
成28年度からのセカンドステージでは、iPS関連事業にも取組んで
きました。
■医療・介護等機器相談窓口
　ものづくり企業のライフサイエンス分野（医療・介護・健康機器、
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手の加藤産業（株）が開催
するBtoB展示会「ディス
カバリーニッポン」、消費
者向け食の博覧会「食博」
への出展
●その他、藤田観光グルー
プ朝食キャンペーン、消費
者向け販売会、「京ブランド食品」登録　など
■個別ブランドづくりの支援
　ブランドづくり等に関するセミナーの開催や、コーディネータに
よる農商工連携や企業マッチングを行い、新製品や新しい提供方
法の開発、健康やアスリート等新分野への進出を支援しました。
●「たけのこ」「森の京都」「京都調味料」をテーマとした首都圏交流
会・商談会
●京ブランド対策懇談会、ムスリム対応勉強会・相談会
■安心・安全等基盤強化の支援
　食品表示やHACCP対応等の専門的事項について個別支援を
してきました。
●食品表示法・HACCP研修会、鮮度保持勉強会
●「きょうと信頼食品登録制度」への登録

 未来志向型経営人材育成事業
 ～持続的成長をリードする人材を育成～
　未来志向型経営人材育成事業では、イノベーションに取り組み
成長を実現する経営人材の育成を通じて中小企業の経営力向上
を図るとともに、受講企業の伴走支援を実施してきました。
■平成30年度は約500名が受講
　経営人材の育成に向けて
は、経営戦略やマネジメント
について体系的に習得する
連続講座を開催。平成30年
度は、現場に即した階層別講
座を6講座（25回）、同志社ビ
ジネススクール（DBS）との
共催による、MBAプログラムの要約版ともいえる講座を2講座
（13回）開催し、延べ約500名に受講いただきました。
■参加企業を伴走支援
　各講座は、現場を踏まえた戦略シナリオ等の策定をアウトプット
とするなど企業の成長を視野に入れており、3名のコーディネータ
が補助金等多様な支援ツールを活用し伴走支援する中で、事業拡
大や新事業展開による雇用に結びついてきました。
　また、参加企業の横のネットワーク形成や、DBSのMBAコース
入学の動きにも繋がっています。
■持続的成長に向けて
　プロジェクト終了の節目を迎えるに際し、平成31年1月にこれま
での参加企業を対象に「未来志向型経営を考える交流会」を開催し
たところ、受講後の取組の共有等活発な情報・意見交換が行われ、
持続的成長へ向けた経営のあり方について考える絶好の機会と
することができました。

 京都版エコノミック・ガーデニング推進事業
　平成28年度のセカンドステージからの事業として、補助金を
受けた企業を対象に、コーディネータが伴走支援を行いました。

　補助金は、新商品開発や新分野進出実現のための多様な事業
化の段階（計画～販路開拓・設備投資）に対応できるよう、複数の支
援メニューにより助成を行っており、平成30年度では「Ⅰ事業創生
コース」「Ⅱ事業化促進コース」及び「Ⅲ本格的事業展開コース」の３
つのコースを設定しました。
　「Ⅰ事業創生コース」では、新規事業の見極め及びブラッシュアッ
プのためのテストマーケティング等の支援、「Ⅱ事業化促進コース」
では試作品・サービス等の開発、テスト販売等による本格的な市場
調査・販路開拓等の支援、「Ⅲ本格的事業展開コース」では、実用化
に向けた応用研究・生産技術開発、量産設備投資、それらと連動し
た販路開拓等の支援となっています。
　また、行政の会計年度とは異なり、交付決定から丸１年間を事業
実施期間としているため、他の公的な補助制度と比べても十分な
事業実施期間をとることを可能としました。
　補助金のほか、財団や京都府等による広報面での支援、コーディ
ネータや中小企業応援隊による計画の見極めから試作・開発、販
路開拓に至るまでの一連の伴走支援を行い、京都経済の次代を担
う新産業・新事業の創出により、地域経済の活性化を図ることに寄
与し、雇用の拡大・創出に繋げてきました。
　実際に雇用の拡大・創出にこうした助成制度の存在は大きく、当
事業は、今回の雇用創出プロジェクトでも目標以上の雇用者数を
得ることができました。

 アライアンス推進支援事業
 ～販路開拓事業への多くの企業の積極的な参画に感謝！～
　首都圏・中京圏等の展示会への共同出展による販路開拓支援、
大手・中堅企業とのビジネスマッチング支援、海外販路開拓・拡大
支援の３事業に取り組み、約5,000件のマッチングを行うことがで
きました。この間、多くの企業の積極的な参画を得て、企業間の連
携による相乗効果も生まれ、京都企業の団結力とポテンシャルを
国内外に示すこともでき、大きな成果をあげることができたことに
深く感謝いたします。
　本事業では、マッチングによる取引の成約もさることながら、展
示会の出展企業には、首都圏をはじめ、国内外における新たなニー
ズを実感していただいたことも大きな成果のひとつと考えていま
す。さらに、展示会では、次世代を担う若者や女性の社員の皆さん
が出展ブースにアテンドをして、積極的に新規顧客開拓に取り組む
姿に、これからのものづくり中小企業の大きな可能性を実感する
ことができました。
　また、多くの参画企業の皆
様と一体となって、京都企業
の販路開拓に向けて共に活
動できたことは、何よりも嬉
しいことでした。
　本事業の取組みを通して、
今後のものづくり中小企業
の振興に役立つ多くのノウ
ハウを残すことができました。この成果を活かして、今後も事業を
継続・発展させていきます。

 事業継続・創生支援強化事業
　財団では、平成25年度に「京都中小企業事業継続支援セン
ター」を設置し、府内中小企業への事業継続支援事業を行ってきま

したが、平成28年度より、名称を「京都中小企業事業継続・創生支
援センター」と改称し、当プロジェクトの「事業継続・創生支援強化
事業」に取り組むこととなりました。
　事業内容は、創業者予備軍を掘り起こし、創業間もない事業者
や企業の支援などを積極的
に推進するもので、具体的
には、
①産学公連携等による先輩
起業家の経験や思いを聴
く起業家セミナー
②「きょうと元気な地域づく
り応援ファンド事業」を通じた伴走支援
③起業予備軍や創業間もない事業者に対する補助金やインキュ
ベーション施設等の情報提供及び他の支援機関とも連携した
オール京都体制での伴走支援
④「京都にUIJターンしたい」「自然豊かなところで暮らしたい」そう
いった想いを持っている方々を対象とした首都圏でのセミナー
や連続講座
などを行い、起業や創業間もない方々の支援を行いました。

 オープンイノベーション促進事業
　補助金等を支援ツールに、けいはんなオープンイノベーション
センター（KICK）と連携した産学公共同研究・開発の促進、成果の
普及、販路開拓を推進。多様な支援実績を有し、多くの府内企業か
ら信頼いただき、関係機関とも密接なネットワークを有する当財団
こその伴走支援を実施してきました。
■KICK発スター創生事業
　大学発ベンチャー企業等がベンチャーキャピタル、金融機関等
に対してプレゼンを行う事業計画発表会を開催。6回の開催で47
社が登壇、その内の約４割の企業が資金を獲得しました。
■KICK交流会
　KICK入居企業や大学、研
究機関、けいはんな立地企
業等が参加し、事例紹介や
外部講師によるリレーセミ
ナーなどを開催。これまでに
26回開催し、延べ約950名
にご参加いただきました。
■販路開拓コーディネート
　新規性・独自性の高い新商品を持つ中小企業に対し、販路開拓
に向けたサポートを中小企業基盤整備機構と連携したテストマー
ケティングを通じて実施し、35社に支援継続中です。
■コーディネータ等による伴走支援
　上記事業や「企業の森・産学の森」「中小企業共同型ものづくり支
援事業」補助金活用企業等への伴走支援を行いました。

 北京都産学連携事業化推進事業
 ～府北部地域での新産業創出・雇用創出を目指した
 　新産業創造事業化研究会の結成・推進～

　北部地域のものづくり産業は、自動車・家電関連部品等の下請
け加工を中心に発展してきましたが、経済のグローバル化に伴う

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ ものづくり支援部 設備導入支援グループ　TEL.075-315-8591  E-mail：setubi@ki21.jp

■設備投資の際は、是非一度お問い合わせください。■

本制度は、小規模企業者等の方が経営革新に必要な設備を導入する場合、又は、
これから創業しようとする方が必要な設備を導入する場合に、希望の設備等を
財団が代わってメーカーやディーラーから購入して、その設備等を長期かつ固
定損料（金利）で割賦販売（分割払い）またはリースする制度です。

創業・経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を応援します。

■ご利用のメリットと導入効果
　●信用保証協会の保証が不要です。
　　→信用保証協会の保証枠に余裕を残せます。
　●金融機関借入枠外で利用できます。
　　→運転資金等の資金調達枠を残したまま、設備投資が可能です。
　●割賦損料・リース料率は、固定損料（金利）の公的制度です。
　　→安心して長期事業計画が立てられます。先行投資の調達手段として有効です。

設備投資なら、財団の割賦販売　･リース分割
払い

小規模企業者等ビジネス創造設備貸与（割賦販売・リース）制度

区　　分

対象企業

割賦販売 リース
京都府内に事業所・工場等がある小規模企業者等・創業者。

原則、従業員数（役員・パート除く） 製造業・その他業種 20名以下／商業・サービス業 5名以下の企業。
但し、全業種 従業員数（役員・パート除く） 50名以下の企業も可能な場合もあります。
※個人創業１ヶ月前・会社設立２ヶ月前～創業５年未満の企業者（創業者）も対象です。

対象設備 新品の機械・設備・車両・プログラム等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）

対象設備の金額 １００万円～１億円（消費税込み）／年度まで利用可能です。

連帯保証人 原則不要　※法人の場合は、代表者の個人保証が必要です。ただし、「経営者保証に関するガイドライン」に則し判断します。

割賦期間及びリース期間 １０年以内（償還期間）（ただし、法定耐用年数以内） ３～１０年（法定耐用年数に応じて）

割賦損料率及び月額リース料率 年１.６％／年１.９％（２段階）
（設備価格の１０％の保証金が契約時に必要です）

3年 2.967％～ 4年 2.272％～ 5年 1.847％～ 6年 1.571％～
7年 1.370％～ 8年 1.217％～ 9年 1.101％～ 10年 1.008％～ 

※商工会議所・商工会の推薦があれば割賦・リース期間を最大10年を限度に2年間延長することが可能です。事前にご相談ください。

◆目的 ： 創業、又は小規模企業者等の経営革新を支援するための制度です。
◆特長 ： 低利・長期で利用でき、伴走型支援で経営をサポートします。

創業、経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を支援します。

小規模企業者等
ビジネス創造設備貸与制度

公的資金なら安心有利です！

①
③

④

⑤
②

産業構造の変化により、従来どおりの下請けだけでは事業継続が
困難になることが予想されます。一方、北部の各自治体等では業
種・業態を越えた様々な活性化に向けた地域ビジネス等の事業展
開の取組みがされています。そして、平成28年度には、京都工芸繊
維大学が地域密着型の新たな北部拠点として福知山キャンパスを
設置し、また地域経営学部を有する福知山公立大学がスタートし
ました。
　こうした中で、北部地域における産学公連携を推進し、研究開発
から事業化までを一貫支援しイノベーション創出を図るため、「北
京都産学連携事業化推進事業」を実施してきました。
　北部地域の中小企業の強みを活かした新産業創出を、地域の大
学や公的支援機関等が連
携して事業化を目指す「新
産業創造事業化研究会」
（13社・2大学・9機関）を平
成28年11月に結成し、平成
28年度から平成30年度前
半までは、航空機等へ応用
されている繊維強化複合材
料（FRP）について、FRPの成
形加工、裁断、超音波溶着接合、引張測定等の実習により、基礎知
識と技術の習得を行いました。今後、FRPを用いた新商品創出のた
め、試作品の開発を進める予定です。

 「全員参加型」イノベーション創造支援事業
 ～事業拡大や新分野進出など新たなイノベーションの
　 取り組みに対する計画策定や人材確保・導入を支援～

■人材活躍支援事業
　事業拡大や新分野進出等に必要となる技術や知識等を有し、イ
ノベーションの取り組みの中心となる中核人材やそれをサポート
する人材の確保と、雇用に伴う初期人件費を支援。
　京都ジョブパークや産業雇用安定センターといった様々な公的
人材紹介機関とのマッチングを進めるとともに、財団が別途実施し
ているプロフェッショナル人材戦略拠点事業とも積極的に連携し
てきました。
　企業が必要とする人材のスムーズな確保を支援することで、平
成28年度からの３年間で、延べ200名以上の人材確保をお手伝い
してきました。
■高度専門家派遣支援事業
　経営課題や技術的課題の解決、新商品開発等に取り組むに当
たって、専門的な助言・指導を必要とする場合に、当該専門家の派
遣費用を支援。
　課題解決に最もふさわしい専門家を企業自らが提案できること
に加え、担当コーディネータが最後まで伴走支援することにより、
所期の目的達成を強力にバックアップしてきました。
　経営戦略の策定や技術的課題の解決から、販路開拓やIT活用、
知財やHACCPなどの法令関係まで、幅広い分野での延べ500回
以上にも及ぶ専門家の派遣を支援しました。

起業家セミナー

KICK発スター創生事業 事業計画発表会

新産業創造事業化研究会実習

京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト終了！

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト推進センター　TEL：075-315-9061  E-mail：koyop@ki21.jp

　貸与制度のことを言う前に京都産業２１は、多くの中小企業に訪問して実情を知っているので、まずもって気軽に相談できるという点がいいですね。また、貸与制度の利用をきっかけに財団との関わりの中で各職員から色々な情報を得ています。

B 社

お客様
の　声

当財団の設備貸与制度（割賦販売・リース）をご利用いただいた
企業さまのご感想を紹介します。

　設備与制度の一番
良いところは金融機

関借入枠や信

用保証協会枠の別枠
で利用できるところ

です。通常、売

上が増加すれば売掛
金が増加し支払いと

回収との関係

で運転資金も増加す
ることになります。運

転資金や工場

取得・増築などのため
の資金は金融機関か

ら借り入れな

ければなりません。
いざというときに備

えて資金調達力

に余裕をもてるよう
に、設備投資につい

ては貸与制度を

利用しています。

A 社

　上記以外にも様々なお声をいただいています。設備投
資の際は、ぜひ設備貸与制度の利用をご検討ください。お
問い合わせ、ご不明な点などにつきましては、下記までお
気軽にご連絡ください。
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター ◇応用技術課 TEL：075-315-8634　E-mail： ouyou@kptc.jp
 □基盤技術課 TEL：075-315-8633　E-mail： kiban@kptc.jp

　固体材料の組成や物性を把握した次のステップとして、材料の結晶構造や分子の結合状態等を調べる構造解析や、材料表面から
内部への元素濃度等を調べる深さ方向分析を行う装置とその特徴をまとめました。

□フーリエ変換赤外分光光度計
　 - Fourier Transform Infrared Spectroscopy (FT-IR) -

結晶構造や分子の結合状態が知りたい
　化学結合状態を調べる際、前段階として組成を知っておく必要があ
ります。
　そのため、蛍光X線(XRF)や分析型走査電子顕微鏡(SEM-EDS)など
であらかじめ構成元素を調べておきます。（組成分析や化学結合状態
を同時に調べられる装置もあります。）

深さ方向分布が知りたい
　材料の研究開発のためには、膜厚やその分布、材料の機能性などを
制御することが重要です。その深さ分布を知るためには、適した装置
を選ぶ必要があります。

固体材料分析（構造解析・深さ方向分布測定）機器紹介

吸収波長から分子内の構造・官能基を推定
既存のスペクトル（データベース）との比較

IRPrestige-21 (島津製作所)
・測定波数: 4,000～400cm-1
・最高分解能: 0.5cm-1
・透過法、ATR法、赤外顕微鏡

◇Ｘ線回折装置　- X-ray Diffraction (XRD) -
結晶の配向性(極点図)やひずみ、結晶の格子定数などの結晶の構造解析

Braggの回折条件

2d sinθ = nλ
を満たす角度を検出

材料の格子定数により
回折角が異なる

RINT-UltimaⅢ (リガク)
・Cu管球 (40kV,40mA)
・測角範囲： 0°～130° (2θ)
・集中法、平行ビーム法、薄膜斜入射、極点図

◇ＦＥオージェ電子分光分析装置
　 - Auger Electron Spectroscopy (AES) -
微小部極表面の元素分析
スパッタリング併用で深さ方向分析が可能

PHI700 (アルバック・ファイ)
・電子銃： フィールドエミッションタイプ 
・検出器： 同軸円筒鏡型電子分光器
・アコースティックエンクロージャ
・アルゴンイオン銃 (中和機能付)

□グロー放電発光分光分析装置
　 - Glow Discharge Optical Emission Spectrometry (GD-OES) -
スパッタリングによる材料表面の深さ方向分析

GD Profiler2 (堀場製作所)
・測定元素： ポリクロメーター（31元素）

モノクロメーター（H～U）
・測定エリア： φ4mm(標準)
・深さ分解能： 数nm
・測定深さ： 数nm～100μｍ(最大)

固体表面の元素及び化学結合状態の分析
スパッタリング併用で深さ方向分析が可能

PHI5000 VersaProbe2 (アルバック・ファイ)
・Ｘ線源: Alアノード（モノクロメータ）
・Ｘ線ビーム径: φ10～200μm
・エネルギー分解能: 半値幅0.57eV（Ag3d）
・ターンキー帯電中和
・スパッタリングイオン銃
　Arイオン銃　Arガスクラスターイオン銃

◇レーザーラマン顕微鏡
　 - Raman Spectroscopy (Raman) -
物質に光を照射すると発生する異なる周波数の光より、分子内の構造・
官能基を推定（分子結合、結晶構造等に由来）

◇Ｘ線光電子分光分析装置
　 - X-ray Photoelectron Spectroscopy (XPS) -

RAMANtouch (ナノフォトン)
・レーザー波長： 532、785nm
・回折格子： 300、600、1,200lines/mm
・検出器： 電子冷却CCD(1,340×400画素）
・対物レンズ： 5、10、20、50、100倍

◇分光エリプソメータ　- Spectroscopic Ellipsometry -
薄膜の膜厚、光学定数、物質特性を同時に算出
超薄膜の評価に対して、特に感度が高い
物質により光がどのような影響を与えられるか測定

UVISEL2 (堀場製作所)
・光源： 150Wキセノンランプ
・波長範囲： 190～2,100nm
・検出器： FUV-Vis: PMT、NIR: InGaAs

X線（μｍ表面）

特性X線分析
SEM-EDX
蛍光X線分析
XRF

電子（nｍ表面）

オージェ電子分光分析
AES

X線光電子分光分析
XPS

検出対象（深さ）
励起源（広さ）

電子（微小部）

X線（広範囲）

XY
mm

Z
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター ◇応用技術課 TEL：075-315-8634　E-mail： ouyou@kptc.jp
 □基盤技術課 TEL：075-315-8633　E-mail： kiban@kptc.jp

　固体材料の組成や物性を把握した次のステップとして、材料の結晶構造や分子の結合状態等を調べる構造解析や、材料表面から
内部への元素濃度等を調べる深さ方向分析を行う装置とその特徴をまとめました。

□フーリエ変換赤外分光光度計
　 - Fourier Transform Infrared Spectroscopy (FT-IR) -

結晶構造や分子の結合状態が知りたい
　化学結合状態を調べる際、前段階として組成を知っておく必要があ
ります。
　そのため、蛍光X線(XRF)や分析型走査電子顕微鏡(SEM-EDS)など
であらかじめ構成元素を調べておきます。（組成分析や化学結合状態
を同時に調べられる装置もあります。）

深さ方向分布が知りたい
　材料の研究開発のためには、膜厚やその分布、材料の機能性などを
制御することが重要です。その深さ分布を知るためには、適した装置
を選ぶ必要があります。

固体材料分析（構造解析・深さ方向分布測定）機器紹介

吸収波長から分子内の構造・官能基を推定
既存のスペクトル（データベース）との比較

IRPrestige-21 (島津製作所)
・測定波数: 4,000～400cm-1
・最高分解能: 0.5cm-1
・透過法、ATR法、赤外顕微鏡

◇Ｘ線回折装置　- X-ray Diffraction (XRD) -
結晶の配向性(極点図)やひずみ、結晶の格子定数などの結晶の構造解析

Braggの回折条件

2d sinθ = nλ
を満たす角度を検出

材料の格子定数により
回折角が異なる

RINT-UltimaⅢ (リガク)
・Cu管球 (40kV,40mA)
・測角範囲： 0°～130° (2θ)
・集中法、平行ビーム法、薄膜斜入射、極点図

◇ＦＥオージェ電子分光分析装置
　 - Auger Electron Spectroscopy (AES) -
微小部極表面の元素分析
スパッタリング併用で深さ方向分析が可能

PHI700 (アルバック・ファイ)
・電子銃： フィールドエミッションタイプ 
・検出器： 同軸円筒鏡型電子分光器
・アコースティックエンクロージャ
・アルゴンイオン銃 (中和機能付)

□グロー放電発光分光分析装置
　 - Glow Discharge Optical Emission Spectrometry (GD-OES) -
スパッタリングによる材料表面の深さ方向分析

GD Profiler2 (堀場製作所)
・測定元素： ポリクロメーター（31元素）

モノクロメーター（H～U）
・測定エリア： φ4mm(標準)
・深さ分解能： 数nm
・測定深さ： 数nm～100μｍ(最大)

固体表面の元素及び化学結合状態の分析
スパッタリング併用で深さ方向分析が可能

PHI5000 VersaProbe2 (アルバック・ファイ)
・Ｘ線源: Alアノード（モノクロメータ）
・Ｘ線ビーム径: φ10～200μm
・エネルギー分解能: 半値幅0.57eV（Ag3d）
・ターンキー帯電中和
・スパッタリングイオン銃
　Arイオン銃　Arガスクラスターイオン銃

◇レーザーラマン顕微鏡
　 - Raman Spectroscopy (Raman) -
物質に光を照射すると発生する異なる周波数の光より、分子内の構造・
官能基を推定（分子結合、結晶構造等に由来）

◇Ｘ線光電子分光分析装置
　 - X-ray Photoelectron Spectroscopy (XPS) -

RAMANtouch (ナノフォトン)
・レーザー波長： 532、785nm
・回折格子： 300、600、1,200lines/mm
・検出器： 電子冷却CCD(1,340×400画素）
・対物レンズ： 5、10、20、50、100倍

◇分光エリプソメータ　- Spectroscopic Ellipsometry -
薄膜の膜厚、光学定数、物質特性を同時に算出
超薄膜の評価に対して、特に感度が高い
物質により光がどのような影響を与えられるか測定

UVISEL2 (堀場製作所)
・光源： 150Wキセノンランプ
・波長範囲： 190～2,100nm
・検出器： FUV-Vis: PMT、NIR: InGaAs
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１ 電気化学の基礎について
　海水中の鉄鋼材料の腐食等、水溶液環境での金属材料の腐食
過程は電気化学反応によって進行します。図１はその腐食現象の
模式図です。この図から金属（例Fe）が溶解し、さびを生成するア
ノード反応と酸化剤（水素、酸素）が還元されるカソード反応の２つ
の異なる電気化学反応が同時に進行することが分かります。

　図２に腐食反応の成立の条件を示しました。腐食反応はカソー
ド反応の酸化剤の平衡電位が、アノード反応の金属の平衡電位よ
りも貴な（高い）場合に進行します。平衡電位とは電気化学反応の
平衡状態、すなわち、単一の電極反応過程におけるアノード反応
速度とカソード反応速度が等しい状態の電極電位のことです。一
方、金属の腐食は同一電極上で生じているため、電子は電極内部
のみを移動し、金属のアノード極と酸化剤のカソード極の電位は、
ほぼ同じ（腐食電位）になります。また腐食速度は過電圧、すなわ
ち各極の平衡電位からのずれに関係し、金属のアノード分極が大
きくなると指数関数的に増加します。

２ 腐食の形態について
　水溶液環境での腐食損傷の形態は、全面腐食と局部腐食に大
別することができます。全面腐食は金属材料が全体に均一に腐食
することです。通常、全面腐食は材料選択を正しく行い、腐食しろ
を設計に加味して適切に運用すれば、特に大きな問題にはなりま
せん。一方、局部腐食は材料の表面の一部分が集中して損傷する
現象で、設備機器の腐食損傷で問題になります。

　局部腐食は多種多様ですが、孔食、すき間腐食、粒界腐食、選択
腐食（局部的脱成分腐食）などに分類されます。腐食が局在化する
原因は様々ですが、多くは材料表面に生成している保護的腐食生
成物層（不働態皮膜層等）の局部的破壊が原因です。
　また孔食等の局部腐食が発生するとそこに応力集中が起こり、
応力腐食割れ、腐食疲労の起点にもなります。
　以下で局部腐食の代表的な孔食（図３）、すき間腐食（図４）、応力
腐食割れ（図５）について簡単に説明します。
孔食とすき間腐食
　孔食とすき間腐食は、塩化物イオン等を含む水中で時間ととも
に拡大する腐食です。孔食には、開放型と閉塞型があり、開放型
は、炭素鋼、銅、アルミニウム等に、閉鎖型はステンレス鋼等の高
耐食性合金に発生します。すき間腐食はガスケット、金属のすり合
わせ面等のすき間面に発生し、孔食に似た発生・成長を示します
が、その腐食過程は形状により複雑になります。

応力腐食割れ
　応力腐食割れは、腐食性水溶液等の湿潤環境中で材料が引張
応力を受けたときに、き裂が生じて材料の破壊に至る現象です。こ
の腐食割れは、アノード反応が局在化して起きる活性経路型（APC
型）と水素が材料中に侵入して起きる水素脆化型（HE型）に大別さ
れます。鉄鋼、銅・銅合金、アルミニウム合金等で発生します。
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食品・バイオ技術セミナー報告技術
センターから

本セミナーについて
　食品・バイオ技術セミナーは、食品に関わる技術的課題につい
て様々な角度から検討を行うとともに、情報交換の場を提供する
ことを目的として開催しています。今年度はテーマごとに計３回実
施しました。
　第１回目は「機能性食品」をテーマに、高齢者向け食品や京野菜
の機能性に関する研究と、特定保健用食品と機能性表示食品の表
示・開発についてのセミナーを実施しました。講師から、開発事例
やその評価方法、普及の難しさについてのお話や、特定保健用食
品と機能性表示食品の違い、また、製品の開発から申請について
お話しいただきました。
　第２回目は「和菓子」をテーマに、日本全国の和菓子を食べ歩く
和菓子バイヤーと、京都に古くからある老舗和菓子屋の女将に講
演いただきました。両者の目線から、歴史あるさまざまな和菓子
と、その伝統を守りながらも機能性などを付与した「新しい和菓
子」の紹介、開発話についてお話しいただきました。
　第３回目は「酵素を用いたユニークな食品・バイオ技術」を中心
に、産学公の各分野で活躍されている講師の皆さまから講演いた
だきました。現在も医学分野・食品分野で利用されている酵素免疫

測定法や、実際にその測定法を用いた臨床診断、食品開発に欠かせ
ない味のうち、甘味とその受容メカニズム、自然界には存在しない
ものの、低GIなどの機能性が期待されている希少糖やその応用、公
設試験研究機関で行われた酵素・微生物を用いた機能性糖質の研
究開発について、それぞれの最先端技術をお話しいただきました。
　各回ごとに、さまざまな分野にわたる講師の方よりお話しいた
だき、食品開発における知識の習得や刺激につながる内容のセミ
ナーになったと感じます。来年度も、最新情報や今年度のセミナー
でのアンケートをもとに、企業の皆さまに興味を持っていただける
セミナーを企画する予定です。分野によっては専門外のテーマの
場合もあると思いますが、質疑応答の時間もありますので、少しで
も興味を持たれたらご参加ください。分からない時には質問いた
だければ他の参加者や講師の新技術開発のきっかけにもなると
考えています。来年度のご参加をお待ちしています。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL:075-315-8634  E-mail:ouyou@kptc.jp

　技術センターでは、食品・バイオ分野の最近の話題や情報を紹介する「食品・バイオ技術セミ
ナー」を開催しています。今年度は下記の日程で計3回実施しました。来年度も最新情報やセミ
ナー時のアンケートをもとに、企業の皆さまに興味を持っていただけるようなテーマで開催す
る予定ですので、新製品開発力や品質・衛生管理能力の向上にぜひご活用ください。

セミナー風景◆実施セミナー
開催日 内　容

第１回
7月2日（月）
13：30～16：30

第２回
9月20日（木）
13：30～15：30

第３回
11月2日（金）
13：30～17：00

食品の機能性評価および開発
①高齢者食開発のための物性評価支援
講師 ： 京都府立大学 生命環境学部 食保健学科 食品科学研究室 講師　田代 有里 氏
②京野菜桂うりの機能性
講師 ： 京都府立大学 生命環境学部 食保健学科 食品科学研究室 助手　佐々木 梓沙 氏
③特定保健用食品と機能性表示食品の開発について
講師 ： 株式会社 ミル総本社 取締役　岸永 幸雄 氏

和菓子を通して感じる伝統と革新
①歴史を紡ぐ和菓子屋のこれから
講師 ： 髙島屋 和菓子バイヤー　畑 主税 氏
②からだにも こころにも やさしい京菓子の開発
講師 ： 亀屋良長 8代目女将、吉村和菓子店 店主　吉村 由依子 氏

酵素を用いたユニークな食品・バイオ技術
①酵素免疫測定法の高感度化の工夫と臨床診断および食品分析への展開
世話人・講師 ： 京都大学 名誉教授　井上 國世 氏
②甘味はどのように受容されるのか ～低分子甘味料から甘味タンパク質まで～
講師 ： 京都大学大学院 農学研究科 食品生物科学専攻　桝田 哲哉 氏
③レアシュガースウィートを中心とした機能性素材の食品への利用方法 ～多糖類から希少糖まで～
講師 ： 松谷化学工業株式会社 研究所 第二部4グループ　内山 朋子 氏
④酵素反応を利用した糖質素材の改質および開発事例
講師 ： （地独）大阪産業技術研究所 森之宮センター 生物・生活材料研究部　村上 洋 氏

金属材料の腐食・防食セミナー報告技術
センターから

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL:0773-43-4340  E-mail:chutan@kptc.jp

　技術センター中丹技術支援室では、９月から１１月のうちの計3回、「金属材料の腐食・防食セミナー」を開催しました。
　金属材料の腐食は、製品の外観や機能を損なうだけではなく、進行すると製品の破損事故にもつながるため、防食対策はとても重
要です。このセミナーでは、大阪大学大学院工学研究科 教授 藤本慎司 氏から「金属材料の腐食・防食の基礎知識」について解説して
いただきましたので、その内容の一部を紹介します。

図２　腐食反応の成立条件

図３　孔食 図４　すき間腐食

図５　応力腐食割れ
※今後の開催については随時当センターホームページ（https://www.kptc.jp/）
　メールマガジンでお知らせします。

〈参加者の声〉 ◉視点の異なる講師によるお話で良かった。
 ◉毎回趣向が異なる内容となっており楽しみにしている。

図１　腐食現象の模式図

M(m) → Mz+(aq) + ze-(m) 電子供与反応
・酸化反応（金属の溶解）

Ox + ne- → Re 電子受容反応
・還元反応

カソード反応

アノード反応



１ 電気化学の基礎について
　海水中の鉄鋼材料の腐食等、水溶液環境での金属材料の腐食
過程は電気化学反応によって進行します。図１はその腐食現象の
模式図です。この図から金属（例Fe）が溶解し、さびを生成するア
ノード反応と酸化剤（水素、酸素）が還元されるカソード反応の２つ
の異なる電気化学反応が同時に進行することが分かります。

　図２に腐食反応の成立の条件を示しました。腐食反応はカソー
ド反応の酸化剤の平衡電位が、アノード反応の金属の平衡電位よ
りも貴な（高い）場合に進行します。平衡電位とは電気化学反応の
平衡状態、すなわち、単一の電極反応過程におけるアノード反応
速度とカソード反応速度が等しい状態の電極電位のことです。一
方、金属の腐食は同一電極上で生じているため、電子は電極内部
のみを移動し、金属のアノード極と酸化剤のカソード極の電位は、
ほぼ同じ（腐食電位）になります。また腐食速度は過電圧、すなわ
ち各極の平衡電位からのずれに関係し、金属のアノード分極が大
きくなると指数関数的に増加します。

２ 腐食の形態について
　水溶液環境での腐食損傷の形態は、全面腐食と局部腐食に大
別することができます。全面腐食は金属材料が全体に均一に腐食
することです。通常、全面腐食は材料選択を正しく行い、腐食しろ
を設計に加味して適切に運用すれば、特に大きな問題にはなりま
せん。一方、局部腐食は材料の表面の一部分が集中して損傷する
現象で、設備機器の腐食損傷で問題になります。

　局部腐食は多種多様ですが、孔食、すき間腐食、粒界腐食、選択
腐食（局部的脱成分腐食）などに分類されます。腐食が局在化する
原因は様々ですが、多くは材料表面に生成している保護的腐食生
成物層（不働態皮膜層等）の局部的破壊が原因です。
　また孔食等の局部腐食が発生するとそこに応力集中が起こり、
応力腐食割れ、腐食疲労の起点にもなります。
　以下で局部腐食の代表的な孔食（図３）、すき間腐食（図４）、応力
腐食割れ（図５）について簡単に説明します。
孔食とすき間腐食
　孔食とすき間腐食は、塩化物イオン等を含む水中で時間ととも
に拡大する腐食です。孔食には、開放型と閉塞型があり、開放型
は、炭素鋼、銅、アルミニウム等に、閉鎖型はステンレス鋼等の高
耐食性合金に発生します。すき間腐食はガスケット、金属のすり合
わせ面等のすき間面に発生し、孔食に似た発生・成長を示します
が、その腐食過程は形状により複雑になります。

応力腐食割れ
　応力腐食割れは、腐食性水溶液等の湿潤環境中で材料が引張
応力を受けたときに、き裂が生じて材料の破壊に至る現象です。こ
の腐食割れは、アノード反応が局在化して起きる活性経路型（APC
型）と水素が材料中に侵入して起きる水素脆化型（HE型）に大別さ
れます。鉄鋼、銅・銅合金、アルミニウム合金等で発生します。

13 Management & Technology for Creative Kyoto 2019.2 14Management & Technology for Creative Kyoto 2019.2

販
路
開
拓

人
材
育
成

設
備
導
入

経
営
全
般 

他

化
学・環
境

電
気・電
子

デ
ザ
イ
ン

技
術
全
般 

他

食
品・バ
イ
オ

補
助
金・

助
成
金

創
業・

事
業
承
継

相
談・

専
門
家
派
遣
経
営
革
新・

新
事
業
展
開

機
械
設
計・

加
工

材
料・

機
能
評
価

表
面・

微
細
加
工

企
業
連
携・

産
学
公
連
携

食品・バイオ技術セミナー報告技術
センターから

本セミナーについて
　食品・バイオ技術セミナーは、食品に関わる技術的課題につい
て様々な角度から検討を行うとともに、情報交換の場を提供する
ことを目的として開催しています。今年度はテーマごとに計３回実
施しました。
　第１回目は「機能性食品」をテーマに、高齢者向け食品や京野菜
の機能性に関する研究と、特定保健用食品と機能性表示食品の表
示・開発についてのセミナーを実施しました。講師から、開発事例
やその評価方法、普及の難しさについてのお話や、特定保健用食
品と機能性表示食品の違い、また、製品の開発から申請について
お話しいただきました。
　第２回目は「和菓子」をテーマに、日本全国の和菓子を食べ歩く
和菓子バイヤーと、京都に古くからある老舗和菓子屋の女将に講
演いただきました。両者の目線から、歴史あるさまざまな和菓子
と、その伝統を守りながらも機能性などを付与した「新しい和菓
子」の紹介、開発話についてお話しいただきました。
　第３回目は「酵素を用いたユニークな食品・バイオ技術」を中心
に、産学公の各分野で活躍されている講師の皆さまから講演いた
だきました。現在も医学分野・食品分野で利用されている酵素免疫

測定法や、実際にその測定法を用いた臨床診断、食品開発に欠かせ
ない味のうち、甘味とその受容メカニズム、自然界には存在しない
ものの、低GIなどの機能性が期待されている希少糖やその応用、公
設試験研究機関で行われた酵素・微生物を用いた機能性糖質の研
究開発について、それぞれの最先端技術をお話しいただきました。
　各回ごとに、さまざまな分野にわたる講師の方よりお話しいた
だき、食品開発における知識の習得や刺激につながる内容のセミ
ナーになったと感じます。来年度も、最新情報や今年度のセミナー
でのアンケートをもとに、企業の皆さまに興味を持っていただける
セミナーを企画する予定です。分野によっては専門外のテーマの
場合もあると思いますが、質疑応答の時間もありますので、少しで
も興味を持たれたらご参加ください。分からない時には質問いた
だければ他の参加者や講師の新技術開発のきっかけにもなると
考えています。来年度のご参加をお待ちしています。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL:075-315-8634  E-mail:ouyou@kptc.jp

　技術センターでは、食品・バイオ分野の最近の話題や情報を紹介する「食品・バイオ技術セミ
ナー」を開催しています。今年度は下記の日程で計3回実施しました。来年度も最新情報やセミ
ナー時のアンケートをもとに、企業の皆さまに興味を持っていただけるようなテーマで開催す
る予定ですので、新製品開発力や品質・衛生管理能力の向上にぜひご活用ください。

セミナー風景◆実施セミナー
開催日 内　容

第１回
7月2日（月）
13：30～16：30

第２回
9月20日（木）
13：30～15：30

第３回
11月2日（金）
13：30～17：00

食品の機能性評価および開発
①高齢者食開発のための物性評価支援
講師 ： 京都府立大学 生命環境学部 食保健学科 食品科学研究室 講師　田代 有里 氏
②京野菜桂うりの機能性
講師 ： 京都府立大学 生命環境学部 食保健学科 食品科学研究室 助手　佐々木 梓沙 氏
③特定保健用食品と機能性表示食品の開発について
講師 ： 株式会社 ミル総本社 取締役　岸永 幸雄 氏

和菓子を通して感じる伝統と革新
①歴史を紡ぐ和菓子屋のこれから
講師 ： 髙島屋 和菓子バイヤー　畑 主税 氏
②からだにも こころにも やさしい京菓子の開発
講師 ： 亀屋良長 8代目女将、吉村和菓子店 店主　吉村 由依子 氏

酵素を用いたユニークな食品・バイオ技術
①酵素免疫測定法の高感度化の工夫と臨床診断および食品分析への展開
世話人・講師 ： 京都大学 名誉教授　井上 國世 氏
②甘味はどのように受容されるのか ～低分子甘味料から甘味タンパク質まで～
講師 ： 京都大学大学院 農学研究科 食品生物科学専攻　桝田 哲哉 氏
③レアシュガースウィートを中心とした機能性素材の食品への利用方法 ～多糖類から希少糖まで～
講師 ： 松谷化学工業株式会社 研究所 第二部4グループ　内山 朋子 氏
④酵素反応を利用した糖質素材の改質および開発事例
講師 ： （地独）大阪産業技術研究所 森之宮センター 生物・生活材料研究部　村上 洋 氏

金属材料の腐食・防食セミナー報告技術
センターから

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL:0773-43-4340  E-mail:chutan@kptc.jp

　技術センター中丹技術支援室では、９月から１１月のうちの計3回、「金属材料の腐食・防食セミナー」を開催しました。
　金属材料の腐食は、製品の外観や機能を損なうだけではなく、進行すると製品の破損事故にもつながるため、防食対策はとても重
要です。このセミナーでは、大阪大学大学院工学研究科 教授 藤本慎司 氏から「金属材料の腐食・防食の基礎知識」について解説して
いただきましたので、その内容の一部を紹介します。

図２　腐食反応の成立条件

図３　孔食 図４　すき間腐食

図５　応力腐食割れ
※今後の開催については随時当センターホームページ（https://www.kptc.jp/）
　メールマガジンでお知らせします。

〈参加者の声〉 ◉視点の異なる講師によるお話で良かった。
 ◉毎回趣向が異なる内容となっており楽しみにしている。

図１　腐食現象の模式図
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・酸化反応（金属の溶解）
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　京都府中小企業技術センター協力会は、当センターからの各種
情報を提供するとともに、会員とセンターとの交流を促進し、もっ
て会員とセンターの発展に協力することを目的として設立された
ものです。

会員数  139社（平成31年1月現在）
会　費  年会費　3,000円 
平成30年度役員 （敬称略）
　会　　長 ： 安土　 行博（株式会社イー・ピー・アイ 取締役会長）
　副会　長 ： 小島　 久嗣（共進電機株式会社 代表取締役）
　副 会 長 ： 中村　 道一（NKE株式会社 代表取締役社長）
　幹　　事 ： 佐々木 智一（佐々木化学薬品株式会社 代表取締役）
　会計幹事 ： 冨部　 純子(日本蚕毛染色株式会社 代表取締役社長)

　役員の皆さまには、当センターの研究課題を評価する研究事業
推進委員を兼ねていただき、当センターが実施する所内研究につ
いて企業視点での貴重なご意見をいただいています。
主な事業
　●情報誌「クリエイティブ京都Ｍ＆Ｔ」の送付
　●当センターの刊行物「技報」等の送付や研究会・セミナー等の
案内

　●当センターホームページに会員紹介ページを掲載
　●交流事業の実施　
①研究成果発表会＆ポスターセッション
　毎年8月に開催する当センター研究成果発表会に併せて、会
員と研究者との交流の場となるよう軽食を交えてのポスター
セッションを同時開催しています。
②講演会・見学会
　その時々のトレンドを題材にした講演会の開催や公共施設・工
場等の見学会を実施しています。

　午前中に北部産業創造センター、午後にエスペック株式会社福
知山工場を見学しました。
第1部  北部産業創造センター見学
　北部産業創造センター
は、産学公が連携する新た
な産業拠点として、昨年４月
にＪＲ綾部駅前にオープンし
ました。入居している京都府
中小企業技術センター中丹
技術支援室の「高速開発支援センター」をはじめとする新規導入機
器などを見学しました。
第2部  エスペック株式会社福知山工場見学
　エスペック株式会
社は、最先端技術の
発展を支える環境
試験器※の世界トッ
プメーカーです。そ
のマザー工場とし
て、高度化、多様化
する製品づくりの中
核的役割を担う福
知山工場と、同社の歩みを展示する歴史館を見学しました。
　工場内は、標準化されたユニットとモジュールの組み合わせによ
る超多品種なサプライヤ体制を構築。受注にリンクした効率的な
生産を行うための、生産ＩＴシステムを駆使した生産ラインが確立
され、2017年度の環境試験器の生産実績は、226種類、9,973台／
年に達しました。
　また、高品質の製品を作るためにQMC（Quality Management
Circle）活動、整理・整頓・清掃を徹底すればしつけ・清潔はおのず
と身に付くという考え方に基づく徹底した3S活動を通じて、継続的
な生産現場の改善・改良に取り組まれています。
　さらに、「モノづくりの基盤は人づくり」という思想のもと、社内技
能検定制度を導入して高品質の製品を効率よく生産できる技能者
の養成が行われています。特に特殊技能については、毎年１回、そ
の技能が維持できていることを確認するための検定が行われ、基
準に達しない場合はその技能を必要とするラインから外れて再教
育を受けることが必要な制度になっています。
　歴史館では、昭和２２年７月に株式会社田葉井製作所として創業
し、理化学機器の製造から始めて現在の会社に至るまでの歩みと
同社製品の変遷をたどることができました。
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京都府中小企業技術センター協力会施設見学会報告技術
センターから

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課　TEL:075-315-8635  E-mail:kikaku@kptc.jp●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL:075-315-8634  E-mail:design@kptc.jp

　京都府中小企業技術センター協力会は、会員の皆さまと当センターとの交流を促進し、会員と当センターが共に発展していくこと
を目的とする会員組織です。10月23日（火）には交流事業として見学会を開催しましたので、その概要を紹介します。

※ある環境下での製品の耐久性や信頼性を評価・確認するために、温度や
湿度、圧力、光、振動、電磁波などの因子による様々な環境を人工的に再
現する試験器

見学会  エスペック株式会社福知山工場 他 京都府中小企業技術センター協力会の概要

　このように、会員企業様は当センターの温かくも厳しい応援
団として常に当センターを見守っていただいている存在です。
今後も当センター及び当センター職員と会員様の交流を目指
し事業を展開していきます。
　本会の目的にご賛同いただける企業様は、ぜひご入会くださ
い。（法人・個人の別は問いません。）
ホームページ:　
https://www.kptc.jp/p_kanrendantai/p_coo/

デザインはよく分からない？！
　「ワシはデザインなんてよう分からへんし、任せるわ」。このとき
に社長さんが仰っている「デザイン」とは、もっぱら造形や色彩のこ
とで、「ボクはゲージュツは分からんし」とか「自分はセンス無いから
なぁ」というようなセリフが続きます。こういう言葉が出てくる背景
には、デザインとは見た目のカッコよさや美しさ、表面的な装飾、付
け加えた価値、という理解がまだまだ大勢を占めているという状況
があります。これは日本だけの特殊事情でもあるのですが。

デザインは良いけれど？！
　「これ、デザインは良いけど、使い勝手が悪いね」とか「デザイン
を優先したために事故が起こった」というような云い方も同様で、
使い勝手が悪いということは、そもそもデザイン自体が悪いので
す。事故を起こしそうな設計や造形も同じで、やはりデザインが悪
い。しっかりデザインすれば心地よく使えるし、事故も起こりにくく
なる。いくら見た目がよくても操作方法が分かりにくかったり、間違
えてしまったりという製品は「悪いデザイン」なのです。

経営者によるデザインの始まり
　そういう製品に出くわしたときに「これ、デザインは良いけど…」と
云うのでなく、「これ、デザイン悪いね」とビシッと切り捨てる。そして、
自社にとって「良いデザイン」とはどういうものなのか、自社が社会に
提供できる価値は何なのか、強みは何なのか。そこから導き出され
る方針やテーマは？　そしてそれらを反映した色や形は？　というよ
うに自社と自社の製品のあるべき姿を語る。それが経営者にしかで
きないデザイン、経営者によるデザインマネジメントの始まりです。

デザインする上で必須の能力
　つまり、造形や色彩の感覚以前に、デザインをする上で必須の能
力があります。それは「本当に必要なものに気づく能力」や「自分た
ちでないと持ち得ない価値に気づく能力」そして「自分たちが思い
描く理想を少しでも現実に近づけていくためのステップを設定す
る能力」など。でもこれらはそもそも経営者にとって必須の能力で
すから、ほとんどの経営者の方々はすでに「デザインする能力」を
お持ちだということになります。そう考えれば「デザインは苦手だ」
と思っておられた社長さんも「デザインは面白い、ワクワクする」に
変わる。それが自社のデザイン活用の原動力になっていきます。

デザインには二つの段階
　デザインする過程は大きく二つの段階に分れます。前半が「コト

のデザイン」そして後半が「モノのデザイン」。云い換えれば「コン
セプト（考え方）」のデザインと「プロダクト（作り方）」のデザイン。経
営者の方々がすでにお持ちの「デザインする能力」はまず前半の
「考え方のデザイン」で大いに発揮してください。そうして出来上
がったコンセプトを反映し、具体的に製品の形や色に落とし込んで
作っていくという「作り方のデザイン」の段階では、まだ見えないも
のを誰にも分かるような形にしていく能力、つまり直感力や理解
力、表現力、そして造形や色彩の感覚などが重要になるので、そう
いう能力に長けた社内人材の起用や育成、さらには社外の専門家
との協働が有効になるでしょう。それも含めたマネジメントが「経営
者にしかできないデザイン」ということになります。

デザイン企業の仕事や考え方に触れていただく
　しかし、いざデザイン企業の力を借りようとすると、あれこれ心配
や不安、疑問が生じてなかなか踏み切れない、そういう経営者の
方々に、デザイナーさんたちと気軽にお話しいただき、まずは距離を
縮めていただこうと、京都ビジネス交流フェアの会場で毎年開催し
ているのが KYOTO DESIGN WORKSHOW です。今年は2月
14日～15日に、プロダクトデザインを得意とするデザイン企業８社
がそれぞれの仕事例や、デザインをするにあたっての考え方などを
示され、質問や相談にもお答えいただきます。
　会場では併せてデザイン活用のガイダンスも実施する予定です。
ものづくり企業の経営者の方々にぜひともお立ち寄りいただき、デ
ザインの導入や活用のきっかけにしていただければ幸いです。

　　独自の企業価値を創造し高めていくためには「デザイン思考」ができる企業になること。そのためにはまず経営者がデザインの
本質を理解し、経営の中核で活かしていくこと、つまりデザインを上手にマネジメントしていくこと。これは経営者にしかできない“デ
ザイン”なのです― 〔クリエイティブ京都No.141／2018.02〕
　前回そのように書いたところ、「いや、そう云われても、具体的にどうすればいいのか？ そもそも自分はデザインが苦手だし」という
ような声をいただきましたので、もう少し掘り下げてみたいと思います。

デザインする上で必須の能力
― 造形や色彩感覚の前に ―トレンド

TREND INFORMATION

技術 応用技術課 デザイン担当　古郷 彰治

経営者にしかできない“デザイン”があります（２）

※KYOTO DESIGN WORKSHOWの詳細は当センターのホームページを
　ご参照ください。
　https://www.kptc.jp/gijutsushien/kyoto-design-work-show2019/

デザインの二つの段階 ： コンセプトとプロダクト

コンセプト
－考え方のデザイン－
●“背骨”になるのは何か
●オリジナリティは
●強みや特長は
●提供する新しい価値は
●お客様から見ても魅力か

プロダクト
－作り方のデザイン－
●機能や使い勝手
●素材や加工方法
●的確で魅力的な形や色
●名前やキャッチフレーズ
●パッケージやカタログ



　京都府中小企業技術センター協力会は、当センターからの各種
情報を提供するとともに、会員とセンターとの交流を促進し、もっ
て会員とセンターの発展に協力することを目的として設立された
ものです。
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会　費  年会費　3,000円 
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　会　　長 ： 安土　 行博（株式会社イー・ピー・アイ 取締役会長）
　副会　長 ： 小島　 久嗣（共進電機株式会社 代表取締役）
　副 会 長 ： 中村　 道一（NKE株式会社 代表取締役社長）
　幹　　事 ： 佐々木 智一（佐々木化学薬品株式会社 代表取締役）
　会計幹事 ： 冨部　 純子(日本蚕毛染色株式会社 代表取締役社長)

　役員の皆さまには、当センターの研究課題を評価する研究事業
推進委員を兼ねていただき、当センターが実施する所内研究につ
いて企業視点での貴重なご意見をいただいています。
主な事業
　●情報誌「クリエイティブ京都Ｍ＆Ｔ」の送付
　●当センターの刊行物「技報」等の送付や研究会・セミナー等の
案内

　●当センターホームページに会員紹介ページを掲載
　●交流事業の実施　
①研究成果発表会＆ポスターセッション
　毎年8月に開催する当センター研究成果発表会に併せて、会
員と研究者との交流の場となるよう軽食を交えてのポスター
セッションを同時開催しています。
②講演会・見学会
　その時々のトレンドを題材にした講演会の開催や公共施設・工
場等の見学会を実施しています。
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中小企業技術センター中丹
技術支援室の「高速開発支援センター」をはじめとする新規導入機
器などを見学しました。
第2部  エスペック株式会社福知山工場見学
　エスペック株式会
社は、最先端技術の
発展を支える環境
試験器※の世界トッ
プメーカーです。そ
のマザー工場とし
て、高度化、多様化
する製品づくりの中
核的役割を担う福
知山工場と、同社の歩みを展示する歴史館を見学しました。
　工場内は、標準化されたユニットとモジュールの組み合わせによ
る超多品種なサプライヤ体制を構築。受注にリンクした効率的な
生産を行うための、生産ＩＴシステムを駆使した生産ラインが確立
され、2017年度の環境試験器の生産実績は、226種類、9,973台／
年に達しました。
　また、高品質の製品を作るためにQMC（Quality Management
Circle）活動、整理・整頓・清掃を徹底すればしつけ・清潔はおのず
と身に付くという考え方に基づく徹底した3S活動を通じて、継続的
な生産現場の改善・改良に取り組まれています。
　さらに、「モノづくりの基盤は人づくり」という思想のもと、社内技
能検定制度を導入して高品質の製品を効率よく生産できる技能者
の養成が行われています。特に特殊技能については、毎年１回、そ
の技能が維持できていることを確認するための検定が行われ、基
準に達しない場合はその技能を必要とするラインから外れて再教
育を受けることが必要な制度になっています。
　歴史館では、昭和２２年７月に株式会社田葉井製作所として創業
し、理化学機器の製造から始めて現在の会社に至るまでの歩みと
同社製品の変遷をたどることができました。
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京都府中小企業技術センター協力会施設見学会報告技術
センターから

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課　TEL:075-315-8635  E-mail:kikaku@kptc.jp●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL:075-315-8634  E-mail:design@kptc.jp

　京都府中小企業技術センター協力会は、会員の皆さまと当センターとの交流を促進し、会員と当センターが共に発展していくこと
を目的とする会員組織です。10月23日（火）には交流事業として見学会を開催しましたので、その概要を紹介します。

※ある環境下での製品の耐久性や信頼性を評価・確認するために、温度や
湿度、圧力、光、振動、電磁波などの因子による様々な環境を人工的に再
現する試験器

見学会  エスペック株式会社福知山工場 他 京都府中小企業技術センター協力会の概要

　このように、会員企業様は当センターの温かくも厳しい応援
団として常に当センターを見守っていただいている存在です。
今後も当センター及び当センター職員と会員様の交流を目指
し事業を展開していきます。
　本会の目的にご賛同いただける企業様は、ぜひご入会くださ
い。（法人・個人の別は問いません。）
ホームページ:　
https://www.kptc.jp/p_kanrendantai/p_coo/

デザインはよく分からない？！
　「ワシはデザインなんてよう分からへんし、任せるわ」。このとき
に社長さんが仰っている「デザイン」とは、もっぱら造形や色彩のこ
とで、「ボクはゲージュツは分からんし」とか「自分はセンス無いから
なぁ」というようなセリフが続きます。こういう言葉が出てくる背景
には、デザインとは見た目のカッコよさや美しさ、表面的な装飾、付
け加えた価値、という理解がまだまだ大勢を占めているという状況
があります。これは日本だけの特殊事情でもあるのですが。

デザインは良いけれど？！
　「これ、デザインは良いけど、使い勝手が悪いね」とか「デザイン
を優先したために事故が起こった」というような云い方も同様で、
使い勝手が悪いということは、そもそもデザイン自体が悪いので
す。事故を起こしそうな設計や造形も同じで、やはりデザインが悪
い。しっかりデザインすれば心地よく使えるし、事故も起こりにくく
なる。いくら見た目がよくても操作方法が分かりにくかったり、間違
えてしまったりという製品は「悪いデザイン」なのです。

経営者によるデザインの始まり
　そういう製品に出くわしたときに「これ、デザインは良いけど…」と
云うのでなく、「これ、デザイン悪いね」とビシッと切り捨てる。そして、
自社にとって「良いデザイン」とはどういうものなのか、自社が社会に
提供できる価値は何なのか、強みは何なのか。そこから導き出され
る方針やテーマは？　そしてそれらを反映した色や形は？　というよ
うに自社と自社の製品のあるべき姿を語る。それが経営者にしかで
きないデザイン、経営者によるデザインマネジメントの始まりです。

デザインする上で必須の能力
　つまり、造形や色彩の感覚以前に、デザインをする上で必須の能
力があります。それは「本当に必要なものに気づく能力」や「自分た
ちでないと持ち得ない価値に気づく能力」そして「自分たちが思い
描く理想を少しでも現実に近づけていくためのステップを設定す
る能力」など。でもこれらはそもそも経営者にとって必須の能力で
すから、ほとんどの経営者の方々はすでに「デザインする能力」を
お持ちだということになります。そう考えれば「デザインは苦手だ」
と思っておられた社長さんも「デザインは面白い、ワクワクする」に
変わる。それが自社のデザイン活用の原動力になっていきます。

デザインには二つの段階
　デザインする過程は大きく二つの段階に分れます。前半が「コト

のデザイン」そして後半が「モノのデザイン」。云い換えれば「コン
セプト（考え方）」のデザインと「プロダクト（作り方）」のデザイン。経
営者の方々がすでにお持ちの「デザインする能力」はまず前半の
「考え方のデザイン」で大いに発揮してください。そうして出来上
がったコンセプトを反映し、具体的に製品の形や色に落とし込んで
作っていくという「作り方のデザイン」の段階では、まだ見えないも
のを誰にも分かるような形にしていく能力、つまり直感力や理解
力、表現力、そして造形や色彩の感覚などが重要になるので、そう
いう能力に長けた社内人材の起用や育成、さらには社外の専門家
との協働が有効になるでしょう。それも含めたマネジメントが「経営
者にしかできないデザイン」ということになります。

デザイン企業の仕事や考え方に触れていただく
　しかし、いざデザイン企業の力を借りようとすると、あれこれ心配
や不安、疑問が生じてなかなか踏み切れない、そういう経営者の
方々に、デザイナーさんたちと気軽にお話しいただき、まずは距離を
縮めていただこうと、京都ビジネス交流フェアの会場で毎年開催し
ているのが KYOTO DESIGN WORKSHOW です。今年は2月
14日～15日に、プロダクトデザインを得意とするデザイン企業８社
がそれぞれの仕事例や、デザインをするにあたっての考え方などを
示され、質問や相談にもお答えいただきます。
　会場では併せてデザイン活用のガイダンスも実施する予定です。
ものづくり企業の経営者の方々にぜひともお立ち寄りいただき、デ
ザインの導入や活用のきっかけにしていただければ幸いです。

　　独自の企業価値を創造し高めていくためには「デザイン思考」ができる企業になること。そのためにはまず経営者がデザインの
本質を理解し、経営の中核で活かしていくこと、つまりデザインを上手にマネジメントしていくこと。これは経営者にしかできない“デ
ザイン”なのです― 〔クリエイティブ京都No.141／2018.02〕
　前回そのように書いたところ、「いや、そう云われても、具体的にどうすればいいのか？ そもそも自分はデザインが苦手だし」という
ような声をいただきましたので、もう少し掘り下げてみたいと思います。

デザインする上で必須の能力
― 造形や色彩感覚の前に ―トレンド

TREND INFORMATION

技術 応用技術課 デザイン担当　古郷 彰治

経営者にしかできない“デザイン”があります（２）

※KYOTO DESIGN WORKSHOWの詳細は当センターのホームページを
　ご参照ください。
　https://www.kptc.jp/gijutsushien/kyoto-design-work-show2019/

デザインの二つの段階 ： コンセプトとプロダクト

コンセプト
－考え方のデザイン－
●“背骨”になるのは何か
●オリジナリティは
●強みや特長は
●提供する新しい価値は
●お客様から見ても魅力か

プロダクト
－作り方のデザイン－
●機能や使い勝手
●素材や加工方法
●的確で魅力的な形や色
●名前やキャッチフレーズ
●パッケージやカタログ
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●本コーナーに掲載をご希望の方は、販路開拓グループ（TEL：075-315-8590）
までご連絡ください。掲載は無料です
●本コーナーの情報は毎週火曜日、京都新聞及び北近畿経済新聞にも一部掲載
します。

※取引に関する交渉等は、双方の責任において行ってください。
※受発注に際しては、文書(注文書等)による取引確認を行ってください。
※お問い合わせの際に、案件が終了している場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受発注あっせん情報

発注コーナー

受注コーナー
業種№ 加 工 内 容 主要加工（生産）品目 地域・資本金・従業員 主　要　設　備 希望取引条件等 希望地域 備 　　    考　

機-1 ＭＣ、ＮＣによる切削加工 産業用機械部品、精密機械部
品

亀岡市
1000万円

12名

ＮＣ、ＭＣ(立型、横型、大型5軸制御)Ｍ
ＡＸ1600mm×1200mm、鋳鋼可だが
鋳鉄不可

試作品～
量産品 不問

機-2
溶接加工一式（アルミ、鉄、
ステン）、板金ハンダ付、ロー
付、高温ハンダ付

洗浄用カゴ、バスケット、ス
テン網（400メッシュまで）、
加工修理ステンレスタンク、
ステンレススクリュー

城陽市
個人
4名

旋盤、シャーリング、ロールベンダー、
アイアンワーカ、スポット溶接機、80ｔ
ブレーキ、コーナシャー

話合い 京都府
南部

大型製造可
（丸物Φ500×900ｍｍ、角物700mm×
700ｍｍ）

機-3 切削加工、複合加工 大型五面加工、精密部品加工、
鋳造品加工

南区
3000万円

20名
五面加工機、マシニングセンター、ＮＣ
複合旋盤

話合い
継続取引

希望
不問

機-4 超硬合金円筒形状の研磨加
工、ラップ加工

冷間鍛圧造用超硬合金パンチ、
超硬円筒形状部品

八幡市
300万円

10名

ＣＮＣプロファイル、円筒研削盤4台、
平面研削盤、細穴放電、形状測定機、Ｃ
ＮＣ旋盤

単品、
試作品、
小ロット
対応可

不問 鏡面ラップ加工に定評あります。品質・納
期・価格に自信あります

機-5 サンドブラスト加工 ガラス製品、工芸品、商品の
彫刻加工

大山崎町
1000万円

2名
特装ブラスト彫刻装置、マーキングブラ
スター 話合い 不問 単品、試作、小ロット可

機-6 精密金型設計、製作、金型部
品加工

射出成形用金型、粉末成形用
金型

山科区
1000万円

14名

高速ＭＣ、ＮＣ旋盤、ワイヤーカット、
形彫放電、成形研磨、3ＤＣＡＤ／ＣＡＭ、
3次元測定器

話合い
継続取引

希望
不問

機-7 ＳＵＳ・ＳＳ・ＡＬ板金一式、
組立・製品出荷まで

精密板金加工　電気機器組立
半導体装置の製造組立
医療機器の製造、組立、加工

伏見区
1000万円

30名

ＮＣタレットパンチプレス、レーザー加工機、
ＹＡＧレーザー溶接機、アルゴン・デジタル
ＣＯ2溶接機2台、ブレーキプレス機4台、パ
ンチセットプレス、タッピングマシン

話合い
継続取引

希望
不問 短納期相談

タレットパンチプレスでの24時間対応

機-8 機械部品加工
宇治市

1500万円
45名

フライス盤、小型旋盤、ボール盤、コン
タマシン 話合い 不問 試作可、量産要相談

機-9 油圧ユニット設計製作 油圧ユニット製作　(超省エ
ネ・超低騒音)

伏見区
1000万円

18名

溶接機、スタッドボルトスポット溶接機、
旋盤、セーパー機、曲板機、超省エネ油
圧のサンプル機1台有り

話合い
継続取引

希望（単発
発注も可）

不問 継続取引希望(単発発注も可)

機-10 ガラス加工（手作業による
バーナーワーク）

理化学用ガラス器具、分析・測
定機器用ガラス部品、装飾用
ガラス製品

左京区
400万円

8名
ガスバーナー、ガラス旋盤、電気炉、円
周刃切断機 話合い 不問

複雑なガラス製品を安価に製作。本質・納
期・対応も大手顧客から長年高い評価を受
けております

機-11 プラスチックの成形加工
重電・弱電電気部品(直圧・射出)、
船舶用電気部品(熱硬化・熱可
塑)、ＦＲＰ消火器ケース等

伏見区
1000万円

11名

熱硬化性射出成形機(横型・立型ロータリー
式)、圧縮成形機(37ｔ～300ｔ)、トラン
スファー成形機、熱可塑性射出成形機

話合い 不問
・バラシ型対応可
・小ロット対応可
・インサート成形を得意としています

機-12 一般切削加工 産業用機械部品
山科区
個人
1名

マシニングセンター1台、汎用フライス1
台、ボール盤2台 話合い 不問 鉄・アルミ・ステンレス可。試作、単品、小

ロットに対応。

機-13 薄板パンチング加工 プレス加工品(抜き・曲げ加工、
金型製作からプレス加工まで)

八幡市
1565万円

15名
プレス・ワイヤーカット・放電加工等金型
製作設備 話合い 不問 銅・アルミ等対応可。試作・量産対応可。

小径孔加工可

機-14 精密機械加工
研削加工 鉄・アルミ・ＳＵＳ・銅・真鍮

久御山町
1000万円

8名

ＭＣ4台、ＮＣフライス1台、フライス盤
3台、平面研削盤1台、精密成形平面研削
盤1台、横型ＮＣタッピングボール盤1台

話合い 近畿圏 試作、治具、単品も得意。小ロット・短納
期にも対応可

機-15
精密板金加工（板厚 t0.8～
t3.2、単品～中量産品）、短納
期

印刷関連機械装置・精密板金部
品等、中型から小物が主力

久御山町
1000万円

12名

工程統合マシン（レザーパンチ複合マシ
ン）・NCブレーキ・スポット、アルゴン、
半自動溶接機・バリ取り機・タッピングマ
シン・リベッター他

話合い
継続取引

希望

京都市近郊、
大阪府、
枚方市、
滋賀県

業種№  発 注 品 目  加 工 内 容 地域・資本金・従業員 必 要 設 備 数  量 金  額 希望地域 その他の条件・希望等

機-1
半導体製造装置等産
業機器部品(丸物φ
40～φ80、プレー
ト40×800)

切削加工(フライス、
旋盤、中ぐり、タッ
プ立て等)

伏見区
1000万円

30名
フライス盤、旋盤、マシニン
グセンター

1個～100個
(1個～10個が中心) 話合い

京都府・
大阪府・
滋賀県

●運搬受注側持ち

機-2 機械設計(部品洗浄機
及び周辺機器)

構想・設計・組立図作
成・部品図作成のどの
部分でも可

下京区
1000万円

8名
ＣＡＤ（２Ｄ・３Ｄどちらで
も可） 数件 話合い 京都府

●既存機の改善設計・治具の見直し・新規設
備など、小さなアイテムから対応してい
ただけると尚可

機-3 精密機械部品 切削加工
久御山町
1000万円

21名

立 型 マ シ ニ ン グ セ ン タ ー
(Ｘ)800×(Ｙ)500、立型フ
ライス盤(Ｘ)750×(Ｙ)400

1個～100個
リピート品も有り 話合い

京都府
南部地域

希望
●原則運搬受注側持ち
　継続取引希望

機-4 油 圧 マ ニ ホ ー ル ド
(150角程度が中心)

フライス加工・穴あけ加
工・タップ加工・PTタッ
プ加工・平面研削加工・
灯油洗浄(切粉除去)

伏見区
1000万円

18名
フライス盤・ボール盤・研磨
機・洗浄機 1個～数個 話合い

京都府
南部地域

希望
●原則運搬受注側持ち

繊-1 自動車カバー・バイク
カバー 裁断～縫製～仕上げ

南区
1200万円

17名
関連設備一式 話合い 話合い 不問 ●運搬片持ち、継続取引希望

繊-2
婦人服(ジャケット、
スカート、ワンピー
ス、ブラウス等）

縫製
宇治市

1000万円
18名

本縫いミシン、オーバーロッ
ク 話合い(少量からでも対応可) 話合い 不問 ●運搬話合い

繊-3 のれん 裁断～縫製
西京区

1000万円
11名

ラッパミシン 5枚～10数枚／ロット 話合い 不問 ●基本サイズ:90cm×150cm
　素材:綿・麻・ポリエステル

繊-4 外国人向け お土産用
浴衣、半天

裁断～縫製～アイロ
ン仕上げ

下京区
2400万円

10名
インターロックミシン、本縫
いミシン 50着／週程度から 話合い 不問

●運搬片持ち、お試しから開始し徐々に数
量を増やすことも可、毎月安定的に発注
あり、長期取引希望

※あっせんを受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。

※あっせんを受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。
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●本コーナーに掲載をご希望の方は、販路開拓グループ（TEL：075-315-8590）
までご連絡ください。掲載は無料です
●本コーナーの情報は毎週火曜日、京都新聞及び北近畿経済新聞にも一部掲載
します。

※取引に関する交渉等は、双方の責任において行ってください。
※受発注に際しては、文書(注文書等)による取引確認を行ってください。
※お問い合わせの際に、案件が終了している場合もございますので、あらかじめご了承ください。

業種№ 加 工 内 容 主要加工（生産）品目 地域・資本金・従業員 主　要　設　備 希望取引条件等 希望地域 備 　　    考　

機-16
エレクトロニクス部品等への
表面処理（Au、Ni、無電解Ni、
Sn、Sn-Ag、Ag等めっき処理）

めっきの種類Au、Ni、無電解
Ni、Sn、Sn-Ag、Ag、粗化Ni等

右京区
7445万円

134名
バレルめっきライン、ラックめっきライ
ン、フープめっきライン 話合い 不問 開発部門あり・試作から量産まで対応可

機-17 製缶加工 大型フレーム
架台関係が得意

宇治田原町
500万円

3名
半自動溶接機・アルゴン溶接機・フライス・
バリ取り・セットプレス

現金取引
希望

京都市
周辺

機-18 NC旋盤・汎用旋盤・スロッ
ターによるキー溝加工 工作機械部品

南区
300万円

5名
NC旋盤2台、汎用旋盤2台、スロッター
4台

話合い
継続取引

希望
不問

機-19
プラダン・ＰＰシートの製造・
加工、オーダーメイド、梱包
資材の製造・販売

プラダン、ツインコーン、パ
ロニア、スミパネルの加工

宇治田原町
5000万円

60名

CAMサンプルカッター、CAMミーリング
加工機、トムソンプレス、熱曲げ機、シー
ト接続溶着機、緩衝材用ソリットフォー
マー、スライサー、UV印刷機

話合い、
継続取引

希望
不問

機-20 各種機械部品の切削加工、精
密機械部品の加工

小物、中物、多品種少量、単
品から量産まで対応。材質は
鉄、ＳＵＳ、アルミ、樹脂、
難削材、特殊材に対応

亀岡市
1000万円

14名

ＭＣ、ワイヤーカット、汎用フライス、
ＮＣ旋盤、ＮＣフライス、汎用旋盤、三
次元測定器

話合い 不問 加工から組立対応まで可

機-21 マシニングセンターによる精
密機械加工

半導体装置部品、医療機器装
置部品、産業用機械部品

南区
7500万円

11名

立型マシニングセンター7台、横型マシ
ニングセンター1台、汎用フライス3台、
汎用旋盤3台

話合い
単品～

100個程
近畿圏

材質：アルミ・鉄・ＳＵＳ
サイズ：Ｘ～1000、Ｙ～500程度、提携協
力企業による材料調達、表面処理、研磨、
溶接の一式対応可

機-22
精密板金加工と金属焼付塗装

（全て自社内で対応）および新
商品開発時などの設計支援

分析機器、産業用機器、電気
機器などで使用されるカバー
や金具類などの精密板金部品
の製作と焼付塗装

南区
1000万円

20名

レーザー加工機、タレットパンチプレス、
NCベンダー、Tig溶接機、半自動溶接機、
塗装用ブース、その他ボール盤など一式

話合い
できれば

翌月末現金
払い希望

京都府・
大阪府・

滋賀県を中心
に全国対応

特急対応可能。小物から中物。試作・単品
から中ロット（1,000個程）。京都市内およ
び近郊地域は配達可

電-1
小型トランス製造（コイル巻
き、コイルブロック仕上げ）
LED照明販売

小型トランス全般
組立配線

南区
500万円

3名
巻線機8台、半田槽3台、コア挿入機10台 話合い 京都近辺

コイル線径0.04mm～1.2mm
短納期対応可、生産ロット1,000個程度が
中心だが単品・多品種少量可

電-2 各種制御機器の組立、ビス締
め、ハンダ付等 各種制御機器用端子台

伏見区
1000万円

13名

自動ネジ締め7台、ベルトコンベア1台、
コンプレッサー（20hp)1台、電動ドライ
バー30台

話合い
京都府、
大阪府、
滋賀県

電-3
電子回路設計、マイコン回路、
ソフト開発、ユニバーサル基
板、制御ＢＯＸ組立配線

産業電子機器、電子応用機器、
自動検査装置、生産管理装置

久御山町
300万円

5名

オシロスコープ、ファンクション発生器、
基準電圧発生器、安定化電圧電源、各種
マイコン開発ツール

話合い 不問 試作可、単品可、特注品可、ハードのみ・
ソフトのみ可

電-4
トランス(変圧器)、コイル等
の製作、制御盤、配電盤の組
立

小型トランスから大型トラン
ス(50ＫＶＡ)まで、設計も可、
巻線加工、組立作業

上京区
1000万円

15名

自動巻線機4台、手巻き巻線機8台、鉄心
挿入機10台、ワニス乾燥炉2台、各種検
査器

現金取引
希望

京都府・
大阪府・
滋賀県

組立品高さ2300ｍｍまで可、少量生産・試
作可

繊-1 仕上げ（縫製関係）、検査 婦人服全般
北区

300万円
８名

仕上げ用プレス機、アイロン、検針器 話合い 話合い 中国製品量産も可

繊-2 和洋装一般の刺繍加工及び刺
繍ソフト・プログラム制作

山科区
1000万円

3名
六頭・四頭電子刺繍ミシン、パンチングマ
シン 話合い 不問 タオルや小物など雑貨類の刺繍も可、多品

種小ロット可、運搬可

繊-3 繊維雑貨製造、小物打ち抜き、
刺繍加工、転写、プリント

舞鶴市
850万円

9名
電子刺繍機、パンチングマシン、油圧打
ち抜きプレス、熱転写プレス 話合い 不問 単発取引可

繊-4 手作業による組立加工
和雑貨、装飾小物（マスコッ
ト、ファンシー雑貨、民芸品)、
菓子用紙器等

亀岡市
300万円

7名
ミシン、打ち抜き機（ポンス） 話合い 不問 内職150名～200名、機械化が不可能な縫

製加工、紙加工の手作業を得意とする

繊-5 縫製 ネクタイ・蝶タイ・カマーバン
ド・ストール

宇治市
1000万円

27名
リバー、自動裏付機、オーバーロック、
本縫ミシン、バンドナイフ裁断機 話合い 不問

繊-6 婦人服製造 ワンピース、ジャケット、コー
ト

亀岡市
個人
5名

本縫ミシン、ロックミシン、メローミシ
ン、仕上げプレス機 話合い 不問 カシミア・シルク等の特殊素材縫製も得意

繊-7 製織デザイン、製織 絹繊維織物全般、化合繊維織
物全般

与謝野町
個人
1名

撚糸機・織機 試作品、
量産品 不問 小幅・広幅対応可

繊-8 和装小物製造 トートバッグ、がま口、数珠
入れ、巾着、ファスナー製品

山科区
10万円

7名
ミシン(うで1台、ロック1台、ポスト1台、
上下送り3台、平5台) 話合い 不問

他-1
ＨＡＬＣＯＮ(画像処理)認識
開発、Androidスマホアプリ
開発

対応言語：Ｃ／Ｃ＋＋、ＶＣ＋
＋、ＶＢ、ＮＥＴ系、Ｄｅlｐ
ｈｉ、ＪＡＶＡ、ＰＨＰ

右京区
2000万円

25名

Ｗｉｎｄｏｗｓサーバー4台、Ｌｉｎｕ
ｘサーバー3台、開発用端末30台、ＤＢ
サーバー3台

話合い
京都府・
大阪府・
滋賀県・

その他相談
小規模案件から対応可

他-2
統合型販売・生産管理・製造実
行システム・計装制御システ
ム・黒ウコン植物工場栽培管
理システム

対応言語：ＶＢ、ＮＥＴ、ＪＡ
ＶＡ、Ｃ／Ｃ＋＋、ＰＬＣラ
ダー、ＳＣＡＤＡ（ＲＳ－ＶＩ
ＥＷ／ｉＦＩＸ）他

下京区
1000万円

54名
Ｗｉｎｄｏｗｓサーバー10台、Ｌｉｎｕ
ｘサーバー5台、開発用端末35台 話合い 不問 品質向上・トレーサビリティ・見える化を実

現

他-3 企業・商店等、運営のデザイ
ンシステム構築

商品パンフレット・企業案内・
広報企画・ロゴマーク・ロゴタ
イプ等のＶＩ計画等

左京区
個人
2名

デザイン制作機材一式 話合い 不問
商品や企業の広告デザイン、商品ロゴタイ
プ、VI計画等、デザイン面からの企業運営
に必要なツールを制作

他-4 精密機械、産業機械の開発設
計

右京区
300万円 

1名

C A D 設 計 ( P T C 、C R E O 、D I R E C T 
MODELING、PTC、CREO DIRECT、 
DRAFTING)

話合い
京都府・
大阪府・
滋賀県

地域希望

他-5 コンピューターソフトウェア
の作成及び保守

生産管理・工程管理・物流管理・
制御系処理の各ソフトウェア
開発

中京区
4500万円

21名

開発用サーバー30台
開発用ＰＣ110台
システム展開ルーム有り

現金
(口座振込)

京都府・
大阪府・滋賀県・

奈良県・
兵庫県希望

他-6 HP制作・保守・運用、WEBシス
テム開発・保守・運用

WordPressテーマ、プラグイ
ン開発　対応言語：PHP、Perl、
javascript

中京区
200万円

2名
サーバー（Linux)2台、Windowsパソコン
2台、Macパソコン2台、タブレット2台 話合い

京都府・
大阪府・
滋賀県・

その他相談
WordPressを利用したWEBサイト構築

他-7 ラミネート・貼合加工 合成皮革基布、不織布貼
左京区

1000万円
6名

コータロール、シュリンクサーファー 原材料
支給 全国 条件面相談

他-8 グラフィックデザイン全般
企業・店舗の視覚イメージ形
成、文様に依る新規意匠デザ
イン、ロゴマーク制作、パッ
ケージ制作、その他

右京区
400万円

1名
DTP
i-Macパソコン2台 特になし 京都府・

滋賀県



  2/25(月)
13:00～15:00

北部産業
創造センター

下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  3/12(火)
13:30～16:00

京都府産業支援
センター第１会議室取引適正化無料法律相談会

  3/18(月)
18:00～20:00

けいはんなオープン
イノベーション
センター（KICK）

第19回大学リレーセミナー

  3/  5(火)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
4号館2Fルーム2京都府よろず支援拠点 事例発表セミナー

  3/12(火)
13:30～17:30

京都大学 芝蘭会館
山内ホール

京都府京大オフィス産学連携セミナー
データサイエンスと未来～AIが拓く科学技術と産学連携～

  2/26(火)
13:00～15:00

丹後・知恵の
ものづくりパーク

下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/26(火)
13:30～16:30

京都府産業支援
センター研修室実装技術スキルアップセミナーⅡ

  2/26(火)
14:00～17:30

京都大学
宇治キャンパス

京都大学宇治キャンパス産学交流会
（化学研究所）

  2/27(水)
13:30～16:45

京都府産業支援
センター研修室マイクロ波ミリ波セミナー（第2回）

  3/15(金)
15:30～17:00

京都リサーチパーク
1号館4F

サイエンスホール
京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト
成果報告会

  3/19(火)
10:00～16:30

舞鶴商工会議所京都府北部事業継続・承継巡回相談デスク
（事前予約制）

  2/28(木)
10:00～16:30

宮津商工会議所京都府北部事業継続・承継巡回相談デスク
（事前予約制）

  2/12(火)
13:30～16:00

京都府産業支援
センター第１会議室取引適正化無料法律相談会

  2/12(火)
13:30～17:00

京都リサーチパーク
1号館4F

サイエンスホール
平成30年度
第2回ライフサイエンス・ビジネスセミナー

京都パルスプラザ京都ビジネス交流フェア2019
～ものづくり企業を丁寧に繋ぐBtoBマッチング～

2/14(木)・15(金)
10:00～17:00

  2/19(火)
13:00～17:00

けいはんなオープン
イノベーション
センター（KICK）

KICK発・スター創生事業
  2/21(木)
13:00～15:00

ガレリアかめおか下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/19(火)
13:00～15:00

久御山町商工会下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/  9(土)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
1号館4FC会議室

よろず午後茶会ミニセミナー
女性目線のSNS活用(LINE@中心)

  2/15(金)
18:00～20:00

長岡京市産業文化会館
2F第三会議室

よろず寺子屋セミナー
デジタル時代のお金さんとの付き合い方

  2/21(木)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
4号館2Fルーム1

京都府よろず支援拠点
IT活用による人手不足対策セミナー

  2/23(土)
13:30～16:30

京都リサーチパーク
1号館4FB会議室

よろず午後茶会ミニセミナー
小規模企業のプロモーション④（動画）

  2/  6(水)
15:00～17:00

京都リサーチパーク
4号館2Fルーム2IoT/IoEビジネス研究会第11回例会

  2/  7(木)
13:00～16:00

ANAクラウン
プラザホテル京都2F

平安の間
成果発表・交流・販売会「京都のええもん市」

  2/  7(木)
13:30～17:00

京都府産業支援
センター研修室

化学技術セミナー（第2回）
「接着技術の最新動向」

  2/13(水)
15:00～18:00

けいはんなオープン
イノベーション
センター（KICK）

「同志社・けいはんな産学交流会（The Cutting Edge!）」
深化するアルツハイマー病研究

  2/  6(水)
13:00～15:00

南丹市
国際交流会館

下請かけこみ寺巡回相談
（相談員対応）

  2/  5(火)
10:00～16:30

南丹市商工会京都府北部事業継続・承継巡回相談デスク
（事前予約制）

https://www.kptc.jp

http://www.kyoto-isc.jp/

https://www.ki21.jp

代表 TEL 075-315-9234　FAX 075-315-9240
北部支援センター 〒627-0004 京丹後市峰山町荒山２２５
 TEL 0772-69-3675　FAX 0772-69-3880
けいはんな支所 〒619-0294 関西文化学術研究都市（京都府 精華・西木津地区） KICK内
 TEL 0774-95-2220　FAX 0774-66-7546
KICK  TEL 0774-66-7545　FAX 0774-66-7546

代表 TEL 075-315-2811　FAX 075-315-1551
中丹技術支援室 〒623-0011 綾部市青野町西馬場下３3-１ 北部産業創造センター内
 TEL 0773-43-4340　FAX 0773-43-4341
けいはんな分室 〒619-0294 関西文化学術研究都市（京都府 精華・西木津地区） KICK内
 TEL 0774-95-5050　FAX 0774-66-7546

編集協力／為国印刷株式会社

〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４
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がんばる企業をサポートするビジネス情報誌

京都ビジネス交流フェア2019
開催案内

P.1

固体材料分析
（構造解析・深さ方向分布測定）

京都府中小企業技術センター
協力会施設見学会報告

シリーズ“京の技”
「京都中小企業特別技術賞」
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京都ビジネス交流フェア2019 開催案内
新春賀詞交歓会開催報告
シリーズ“京の技” ― 西村陶業（株）
京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト
平成31年3月末で５年半の取組みが終了！
小規模企業者等ビジネス創造設備貸与制度のご案内
機器紹介
固体材料分析（構造解析・深さ方向分布測定）

技術センターから
食品・バイオ技術セミナー報告

金属材料の腐食・防食セミナー報告

技術トレンド
経営者にしかできない“デザイン”があります（２）

技術センターから
京都府中小企業技術センター協力会施設見学会報告

受発注あっせん情報
行事予定表

行事予定表 担当：■公益財団法人 京都産業21　■京都府中小企業技術センター
日  時 名  称 場  所

※行事については、すでに申込を締め切っている場合があります。詳しくはお問い合わせください。
※下請かけこみ寺の無料弁護士相談は都度予約が必要になります。  TEL.0120-418-618

日  時 名  称 場  所

◆北部地域人材育成事業
丹後・知恵の
ものづくりパーク生産性向上セミナー2/13（水）、20（水）、27（水）

9：3０～16：3０

京都府中小企業技術センターでは、中小企業の皆様の技術課題に対して、当センター職員による
アドバイスや情報提供等を無料で行っています。お気軽にご相談ください。
https://www.kptc.jp/p_gijutsushien/

技術相談（無料）

京都府中小企業技術センターでは、当センターや(公財)京都産業21、府関連機関等が主催する
講習会や研究会・セミナーなどの催し、助成金制度のお知らせなどをメールマガジンでお届けして
います。皆様の情報源としてぜひご活用ください。
お申し込みはこちら
https://www.kptc.jp/p_kankoubutsu/p_mandtnewsflash/

メールマガジン
「Ｍ＆Ｔ NEWS FLASH」

（無料）




